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１．はじめに 

国際化事業推進委員会委員 鴻 野   誠 

（東京都立中野工業高等学校長） 

 

 全国工業高等学校長協会主催による第１７回高校生海外研修は、平成２９年７月２２日（土）か

ら７月２９日（土）までの８日間で、昨年度に引き続きベトナム社会主義共和国において実施しま

した。 

 この研修は、工業高校において国際感覚を身につける教育が求められる今日の社会状況に鑑み、

工業教育の活性化を図り、かつ将来国際社会で活躍する人材を育成することを目的に行われていま

す。本研修の歴史を振り返ると、平成８年の文部科学省の支援によるアメリカ・ニューヨークに生

徒・教員を派遣したことを起点に、以下の通り実施してまいりました。 

１ 第 １ 回から第１０回まで オーストラリア  平成１３年度から平成２２年度まで 

２ 第１１回から第１５回まで アメリカ・カナダ 平成２３年度から平成２７年度まで 

３ 第１６回から       ベトナム     平成２８年度から 

 今回は、訪問国をベトナムに変更して２回目の研修となり、昨年度の研修の成果や課題を踏まえ、

研修全般における内容を再検討しました。研修を計画する上で、ベトナムの政府、教育、公共施設、

企業等、関係機関への訪問について綿密な連絡調整を行い、実施に向けて準備しました。また、亜

熱帯地域であるベトナムの気候、交通事情、食事、休息等、生徒が安全かつ健康な状態で研修を進

められることを考え、研修先の予定や時程を計画しました。 

 ベトナムは、現在、日本をはじめとする多くの諸外国との連携を積み重ね、目覚ましい経済発展

を遂げている国です。日本との両国間において、ホーチミン市では地下鉄の工事等、インフラ整備

を進め、首都ハノイの教育機関では、日本の工業技術や技能検定制度を採り入れる試み等、経済・

技術・教育面での連携協力が進んでいるところです。そして、この国の発展の原動力は、国民の平

均年齢が若く、労働人口が極めて多いことにあり、持続的に国の発展を支えています。 

 今回、参加した生徒は、学校の先生方のご指導や保護者の方々のご理解があった上でこの研修が

実現したことをよく理解し、また、「なぜ、ベトナムか？」という大きなテーマをもとに、全国から

選ばれ日本を代表して訪問するという自覚と責任をもって研修に臨むことができました。団体行動

を重視し４班編成による班行動を取るとともに、研修先での見聞をメモや記録に残し、毎日の報告

書にまとめ、ベトナムをつぶさに学びました。同時に引率教員がその研修の様子を開設したブログ

を通して学校や家庭及び関係機関に発信しました。 

 ８日間にわたる研修は、事故や怪我、トラブルもなく全日程を計画通り全員で参加でき、その目

的は十分に達成できたことと思います。参加したすべての生徒の目的意識の高さとチャレンジ精神

に敬意を表し、「１８歳以下、日本代表」の皆さんに感謝申し上げます。 

 本報告者は、研修に参加した生徒がベトナムで学び感じたことを自らの考えと言葉で表しまとめ

た報告書と、研修後に生徒から集めたアンケート結果を掲載しています。関係の皆様方には、ご覧

いただき、生徒が研修で得たものを感じていただければ幸いです。 

最後に、ホーチミンの日系企業の副社長の言葉を今一度、かみ締めてください。 

「我が社が世界共通の乳酸菌飲料の代名詞として確固たる信頼と評価を築いた理由は「掃除」で

ある。メンテナンスは世界一と評価されている。海外に進出するなら「５Ｓ」整理・整頓・清掃・

清潔・しつけをしっかり継続すること。古くからある伝統を重んじ、日本のスピリットをもつこと。」  

 今回海外研修に参加した生徒は、全国から選ばれた工業高校生です。今後、今回の研修の成果を

学校・都道府県等で発表や報告を行い、広く全国の工業高校生に還元していただくことを期待して

います。また、この経験をもとに将来、諸外国との友好な関係を築き国際社会に貢献し、日本の未

来を切り開いていく人になることを願っています。 

結びに、本研修を実施するにあたって、ご支援・ご協力いただいた関係の皆様方に御礼申し上げ、

ここに報告いたします。
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２．第１７回高校生海外研修実施要項 

 

① 第１７回高校生海外研修実施要項 

 

１ 目 的 

国際化時代を迎え、工業高校においては国際感覚を身に付ける教育が求められている。こ 

の様な社会状況に鑑み、本協会では工業教育の活性化を図る事業の一環として本研修を実 

施する。 

 

２ 期 日 

平成 29年 7月 22日（土）～7月 29日（土）の 8日間 

 

３ 研修地 

ベトナム社会主義共和国（ハノイ市、ホーチミン市、等） 

 

４ 研修内容 

現地学生との交流、学校視察、企業見学、技術交流、等 

 

５ 宿泊先 

ホテル（ホーチミン市内、ハノイ市内、ハロン湾近郊） 

 

６ 経 費 

（１）自己負担 

① 参加費 ３万円 

② 自宅と成田空港間の交通費、パスポート申請料、燃油サーチャージ、空港使用料、任意 

の海外保険等は、自己負担とする。 

（２）補  助 

① 国際線の航空運賃及び現地の交通費、宿泊費、食費等は、全工協会が補助する。 

② 遠方からの参加者には成田空港までの往路に関わる交通費の一部を全工協会が補助する。 

 

７ 参加条件 

次の（１）～（３）をすべて満たす生徒 

（１）全工協会の会員校に所属し、学業・人物ともに優秀で、所属校長と地区代表校長の推薦す

る生徒 

（２）他の海外研修等に参加した経験のない生徒（修学旅行を除く） 

（３）国際的な感覚を身に付け、今後の学校生活に意欲をもって取り組める生徒 

 

８ 参加人員 

２４名（生徒２２名、引率２名） 

  ＜９地区ブロックの生徒推薦枠＞ 

  北海道１、東北３、関東４、北信越２、東海３、近畿３、中国２、四国１、九州３ 

  引率は全工協会から委嘱する。 
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９ 推薦手順 

参加希望者は「海外研修参加申込書」と「参加理由書」（Ａ4用紙 800字程度）を所属校長へ

提出する。 

  所属校長は地区代表校長の推薦を得て書類を全工協会へ提出する。 

  ※「海外研修参加申込書」と「参加理由書」の様式は本協会ＨＰからダウンロードする。 

 

10 応募締切  平成 29年 5月 19日（金）厳守（消印有効） 

 

＜応募書類提出先・問い合わせ先＞ 

  公益社団法人全国工業高等学校長協会 事務局長 山田勝彦 

   〒102－0072  東京都千代田区飯田橋 2-8-1 

   TEL 03－3261－1500  yamada@zenkoukyo.or.jp 

 

② 第１７回高校生海外研修における教員参加実施要項 

生徒海外研修実施要項の項目「１～６、10」を準用し、「７～９」は、次のとおりとする。 

７ 応募条件 

会員校の教員（校長の推薦する者） 

 

８ 募集人員 

若干名（教員枠は、参加生徒数が定員に満たない場合に、定員（22名）から生徒数を引いた

数とする。ただし、生徒の定員が満たされた場合は、教員枠は「０」とする。） 

 

９ 推薦手順 

（１）希望者は生徒用の「海外研修参加申込書」並びに「応募理由」（Ａ４用紙 800 字程度）を

本協会ＨＰよりダウンロードした用紙に記入し校長を通して提出する（保護者氏名、学年

等について不必要な箇所は削除し、生徒氏名は応募者氏名とする）。 

（２）校長から推薦された希望者を委員会で書類選考して、校長を通して連絡する。 

 

９ 応募手順 

（１）参加希望者は、生徒用の「海外研修参加申込書」並びに「参加理由書」（Ａ4用紙 800字程

度）を作成し、所属校長を通して全工協会へ提出する。 

（２）書類の様式は、本協会ＨＰよりダウンロードする。保護者氏名・学年等の不必要な箇所は

空欄とし、「生徒氏名」は「教員氏名」とする。 

（３）校長から推薦された候補者を国際化事業推進委員会で選考して、所属校長へ通知する。 

 

※その他 

（１）現地では引率者の指示に従い、生徒と同じ日程で行動する。 

（２）帰国後、各自報告書(全工協会指定の形式)を提出する。 

 

＜応募書類提出先・問い合わせ先＞ 

  公益社団法人全国工業高等学校長協会 事務局長 山田勝彦 

   〒102－0072  東京都千代田区飯田橋 2-8-1 

   TEL 03－3261－1500  yamada@zenkoukyo.or.jp 
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３．海外研修日程表 

 

月日 
曜

日 
発着地・滞在地 現地時間 交通機関 行動予定・宿泊 食事 

7/22 

 

 

土 

 

 

成田空港 

レストハウス 

 

15：00 

15：30 

17：45 

各自 

 

 

前日集合 

結団式・事前研修 

<レストハウス泊> 

 

 

夕食 

7/23 

 

 

 

 

日 

 

 

 

 

レストハウス発 

成田空港発 

ホーチミン着 

 

ホテル着 

07：00 

09：30 

13：15 

 

16：00 

専用車 

VN301 

 

 

 

空港第１ターミナルへ移動 

出国手続き 

入国手続き、市内見学（サイゴン大

聖堂、統一会堂等） 

<ホーチミン泊> 

朝食 

 

機内 

 

夕食 

7/24 

 

 

 

月 

 

 

 

ホーチミン市 

 

 

ホテル着 

午前 

午後 

 

16：30 

専用車 

 

 

 

企業見学（ヤクルト） 

平和学習・戦跡見学（クチトンネル

等） 

<ホーチミン泊> 

朝食 

昼食 

 

夕食 

7/25 

 

 

 

 

 

火 

 

 

 

 

 

ホーチミン市 

 

 

ホーチミン発 

ハノイ着 

ホテル着 

午前 

 

午後 

17：10 

19：20 

20：30 

専用車 

 

 

VN262 

 

 

ホーチミン貿易大学の学生との交

流（VJCC（ベトナム日本人材協力

センター）訪問） 

ハノイへ移動 

 

<ハノイ泊> 

朝食 

 

昼食 

 

 

夕食 

7/26 

 

 

 

 

水 

 

 

 

 

ハノイ市 

 

 

 

ホテル着 

午前 

 

午後 

 

16：30 

専用車 

 

 

 

 

工業系大学等の見学（Hanoi Industri 

al Vocational College） 

ベトナム学生との交流（Ｂ＆Ｓ

（Brother & Sister）プログラム） 

<ハノイ泊> 

朝食 

 

昼食 

 

夕食 

7/27 

 

 

木 

 

 

ハノイ近郊 

ハロン湾 

ホテル着 

09：00 

13：30 

16：30 

専用車 

 

 

見学（ハロン湾クルーズ） 

 

<ハノイ泊> 

朝食 

昼食 

夕食 

7/28 

 

 

 

 

金 

 

 

 

 

ハノイ市 

 

 

 

ハノイ空港着 

午前 

 

午後 

 

21：00 

専用車 

 

 

 

 

市内見学（ホーチミン廟、文廟、ホ

アンキエム湖等） 

異文化交流（バッチャン焼き絵付体

験） 

出国手続き 

朝食 

 

昼食 

 

夕食 

7/29 

 

 

土 

 

 

ハノイ発 

成田空港着 

 

00：20 

07：00 

08：00 

VN310 

 

 

<機中泊> 

入国手続き 

事務連絡、解散 

機内 
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４．海外研修 結団式・事前研修 

 

日 時：平成２９年７月２２日（土） １５：３０～１７：３０ 

会 場：成田エアポートレストハウス ブルースカイの間 

結団式：司会（全国工業高等学校長協会事務局長）                 山田勝彦 

 

１ 開式の言葉  国際化事業推進委員（埼玉県立三郷工業技術高等学校長）     山本康義 

２ 挨   拶  ①全国工業高等学校長協会 理事長（神奈川県立神奈川工業高等学校長） 

後藤博史 

②団長・国際化事業推進委員（東京都立中野工業高等学校長）   鴻野 誠 

３ 引率者紹介  ①団長・国際化事業推進委員（東京都立中野工業高等学校長）   鴻野 誠 

②引率（愛知県立豊田工業高等学校 教諭）           小笠原裕文 

③添乗員（日通旅行株式会社）                 岩崎明美 

４ 参加生徒自己紹介 

５ 生 徒 宣 誓  宮城県工業高等学校（インテリア科 ３年）         生徒 

６ 閉式の言葉  国際化事業推進委員（千葉県立市川工業高等学校長）       野崎一哉 

７ 写 真 撮 影 

８ 事 前 研 修  ①日程及び内容説明     ②ブログの開設     ③報告書作成 

         ④ベトナムの状況      ⑤全般的な諸注意    ⑥その他 

９ 出 席 者  参加生徒（下表参照）及び保護者 

国際化事業推進委員会：笹原哲也、野崎一哉、山本康義、鴻野誠（引率） 

引率者：小笠原裕文  理事長：後藤博史 

事務局：山田勝彦事務局長、石井末勝事務局次長 

         旅行業者：鈴木 覚、岩崎明美（日通旅行株式会社） 

 

参加生徒２２名

都道府県 学校名 氏　名 都道府県 学校名 氏　名

北海道 苫小牧工業高校 長澤　隆太 愛知県 名南工業高校 伊地知　優太

青森県 弘前工業高校 須藤　涼太 三重県 桑名工業高校 黒田　鷹優

宮城県 宮城県工業高校 平賀　萌絵 大阪府 大阪市立西高校 谷口　健介

秋田県 能代工業高校 川村　乙綺 大阪府 今宮工科高校 マッキーカーフィー

千葉県 東総工業高校 椎名　航平 奈良県 奈良朱雀高校 大谷　瞳美

東京都 多摩科学技術高校 森　龍栄 岡山県 岡山工業高校 安喜　音織

神奈川県 藤沢工科高校 齋藤　大哉 山口県 下関中央工業高校 池川　倫太郎

山梨県 韮崎工業高校 川口　詩織 愛媛県 松山工業高校 岡本　好生

石川県 石川県立工業高校 田中　美桜理 長崎県 島原工業高校 宮﨑　鈴

福井県 武生工業高校 森　穂乃佳 熊本県 球磨工業高校 一色　紗月

静岡県 科学技術高校 三浦　隼斗 大分県 中津東高校 矢野　颯汰郎

参加生徒２２名

都道府県 学校名 氏　名 都道府県 学校名 氏　名

北海道 苫小牧工業高校 長澤　隆太 愛知県 名南工業高校 伊地知　優太

青森県 弘前工業高校 須藤　涼太 三重県 桑名工業高校 黒田　鷹優

宮城県 宮城県工業高校 平賀　萌絵 大阪府 大阪市立西高校 谷口　健介

秋田県 能代工業高校 川村　乙綺 大阪府 今宮工科高校 マッキーカーフィー

千葉県 東総工業高校 椎名　航平 奈良県 奈良朱雀高校 大谷　瞳美

東京都 多摩科学技術高校 森　龍栄 岡山県 岡山工業高校 安喜　音織

神奈川県 藤沢工科高校 齋藤　大哉 山口県 下関中央工業高校 池川　倫太郎

山梨県 韮崎工業高校 川口　詩織 愛媛県 松山工業高校 岡本　好生

石川県 石川県立工業高校 田中　美桜理 長崎県 島原工業高校 宮﨑　鈴

福井県 武生工業高校 森　穂乃佳 熊本県 球磨工業高校 一色　紗月

静岡県 科学技術高校 三浦　隼斗 大分県 中津東高校 矢野　颯汰郎
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５．海外研修での挨拶 

 

１ 結団式での生徒宣誓 

宮城県工業高等学校 

インテリア科 ３年 生徒 

宣誓 全国工業高等学校長協会主催「第１７

回高校生海外研修」の参加にあたり、参加者

を代表して宣誓します。 

 私たち２２名は、日本の工業高校生の代表

としての自覚を持ち、現地の人やともに研修

する仲間との交流を通してコミュニケーショ

ン能力を高めるとともに、ベトナムの歴史や

文化・技術を体験し、国際感覚を身に付けた

いです。また、現地の人に日本の良さや文化

の違いを伝えたいです。 

 この８日間の研修はとても刺激的な体験が

待っています。ですが、そのことに臆するこ

となく、ひと回りもふた回りも成長するため

何事にも積極的に取り組み、沢山のことを吸

収し、この場に戻ってくることを誓います。 

以上で結団式での生徒宣誓とします。 

 

 

６．海外研修の概要 

第１７回海外研修団長 鴻野 誠 

（東京都立中野工業高等学校長） 

１ はじめに 

今年で１７回を迎える高校生海外研修は、

昨年度から派遣先をベトナムに変えて２年目

になる。昨年度の成果と課題を踏まえ、研修

日程・活動内容を一部改善し、ホーチミン、

ハノイでの研修に加え、世界遺産のハロン湾

見学を組み込み、ベトナムを多角的に学ぶ研

修とした。 

目覚ましい経済発展を遂げているベトナム

をじかに見て学ぶと共に、その背景にある両

国間の官民を通じた連携を確認し、ひいては

アジアはもとよりグローバルな視点に立った

持続的な経済連携を進めていくことのできる、

将来のリーダーを育成する事も本研修のねら

いである。 

この研修での経験が将来のアジア、世界で

活躍するグローバルなテクニカルトップリー

ダーを育成するきっかけになることを期待す

る。 

 

２ 研修参加者の構成 

 参加生徒は３年生９名（男子４名・女子５

名）、２年生１１名（男子７名・女子４名）、

１年生２名（男子２名）の合計２２名であっ

た。 

 他に引率者として、国際化事業推進委員会

から鴻野誠、リスニング英語検定委員会から

小笠原裕文教諭（愛知県立豊田工業高等学校）、

事務局から山田勝彦事務局長の３名と添乗員

が１名同行した。 

 

３ 活動内容 

１日目【７月２２日(土）】 

 成田エアポートレストハウスに１５時に集

合し、１５時３０分から結団式及び事前研修

を行った。結団式は、全工協会理事長、国際

化事業推進委員、事務局、保護者も参加し、
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緊張感のある中で行われた。理事長の挨拶に

始まり、研修参加生徒の自己紹介、生徒代表

宣誓、記念撮影を行った。 

結団式終了後は事前研修に入り、全日程の

確認、諸注意、班編成等を進め、生徒間のコ

ミュニケーションを図り、研修への参加意識

は一気に高まった。 

 

結団式後の集合写真（レストハウス玄関） 

 

２日目【７月２３日(日)】 

 ６時３０分に朝食を済ませ、7 時にホテル

を出た。成田空港第１ターミナルでチェック

インし、９時３０分にベトナム航空直航便Ｖ

Ｎ３０１便で、空路ベトナム・ホーチミンへ

出発した。 

ホーチミンの空港には定刻通り無事到着し

た。その後、専用バスで市内見学を行い、統

一会堂（元大統領官邸）、聖母マリア教会、中

央郵便局、人民委員会、水上人形劇等を見学

した。市内は大変蒸し暑く、時折雨が降って

いた。 

統一会堂の噴水広場 

  

中央郵便局        市内の看板 

 

３日目【７月２４日(月)】 

 午前は日系企業であるヤクルトの工場視察

を行った。副社長の挨拶とプレゼンテーショ

ンに始まり、研究室、工場を視察した。質疑

応答では多くの生徒から質問が出された。副

社長からは、ヤクルトが世界共通の乳酸菌飲

料メーカーとなった理由は、日本のスピリッ

トを持ち、「５Ｓ」を浸透させ、掃除やメンテ

ナンスを徹底する事で信頼と評価を確実なも

のにした、という話があった。 

午後はバスで約２時間を移動し、ベトナム

戦争の戦跡の一つであるクチトンネルを視察

した。クチトンネルは、約２０年をかけて作

られた深さ最大２０メートルにもおよぶ三層

構造のゲリラ戦の行われた基地であり、トン

ネル内は当時内径が８０センチ程で、その総

距離は２５０㎞に達する。生徒はトンネル内

の移動を体験し、トンネルの狭さや暗さ等、

戦争の恐ろしさを実感した。 

  

日系企業ヤクルト視察 



9 
 

  

戦跡クチトンネル 

 

４日目【７月２５日(火)】 

 午前に、VJCC(ベトナム日本人材協力セン

ター)を訪問した。この機関は日本とベトナム

の両国政府の合意のもとに設立された人材育

成機関である。センター職員からの挨拶、ベ

トナムの学生と互いに自己紹介の後、日本か

ら持参した竹トンボを一緒に飛ばし交流を図

った。その後、ベトナム民謡のレクチャーを

受け、グループごとに合唱した。生徒は積極

的に話しかけ、笑顔で楽しく交流していた。 

その後、歴史博物館を見学した。チャンパ

文化等の歴史を振り返るエリアと、ベトナム、

アジアの特色文化等のエリアを見学した。 

ホーチミンでの最後の昼食を済ませ、予定

よりも早く空港に到着した。夕方、ハノイに

移動し、空港で夕食をとり、ハノイ市内のホ

テルに無事到着した。 

  

ＶＪＣＣ玄関にて      ディスカッション 

 

５日目【７月２６日(水)】 

午前は HNIVC（ハノイ工業職業訓練短期大

学)を訪問した。交流式典では両国からの挨拶、

自己紹介で始まり、現地学生から、歌、演奏、

竹を使ったアトラクションで歓迎を受けた。

生徒は竹トンボの飛ばし方を現地学生に説明

して、屋外で一緒に飛ばした。１０メートル

以上あがる竹とんぼに歓声が沸き起こった。

相互に溶け込み交流は有意義であった。その

後、大学側と昼食を共にした。「今後も両国の

夢の懸け橋となるこの交流を継続して行きま

しょう」と約束し、視察先を離れた。  

午後はＢ＆Ｓプログラムを行った。市内か

ら日本語を勉強している８人の学生が加わり、

自己紹介、グループディスカッションから始

めた。相互に慣れ親しんだところで、バスで

ベトナム最大規模のショッピングモール「イ

オン」に移動した。生徒たちは４つのグルー

プに分かれて学生とのコミュニケーションを

とりながら、買い物や食事等を楽しんだ。 

 

交流式典後の集合写真 

  

竹とんぼを飛ばす    B＆Ｓプログラム 

 

６日目【７月２７日(木)】 

午前１時３０分頃ホテルで非常ベルが鳴っ

た。引率者で状況確認をしたところ誤報と分

かり大事に至らなかったが、一瞬緊張が走っ

た。生徒の部屋に誤報である旨の説明に回っ
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たが、ほとんどの生徒は寝ていた。引率者と

して、海外での緊急事態に対する危機管理意

識の重要性を痛感させられた出来事であった。 

７時５０分にホテルを出発して４時間、世

界自然遺産ハロン湾に到着した。その面積は

大阪府の面積とほぼ同じで、日本の松島や中

国の桂林を連想させる。湾内を約３時間の貸

し切りクルーズで食事をしながら絶景を楽し

んだ。その後、鍾乳洞を見学した。日本の鍾

乳洞と異なり、地上４０メートルほどの山を

登った中腹にある。生徒は全員蒸し暑い山道

を歩ききり、鍾乳洞を見学できた。 

  
世界遺産絶景ハロン湾 

 

７日目【７月２８日(金)】 

午前はハノイ市内視察を行った。最初に文

廟を見学した。孔子廟である文廟には、敷地

内にベトナム初となる大学の国子監が設置さ

れていたため、学問のご利益があるとされて

いる。科挙の合格者の名前が雌の亀の石碑に

名簿として残されていた。続いてホー・チ・

ミン廟を視察した。ホー・チ・ミンはベトナ

ム革命の指導者で、「建国の父」として知られ、

市民からは親しみを込めて「ホーおじさん」

と呼ばれている。その後、徒歩で大乗仏教の

お寺一柱寺を視察した。この日は非常に気

温・湿度が上がり、昼食後、予定を一部入れ

替えてバッチャン村に向かった。バスで４０

分程移動し、バッチャン焼きの絵付け体験を

行った。千年の歴史があり、バッチャンの「バ

ッ」は入れ物「チャン」は地名である。バッ

チャン焼きは１３００度で焼くので陶器でな

く磁器であり、厚みがあり重たく割れにくい。

生徒は今回の研修を振り返るように思い思い

の絵を描いていた。 

  

文廟         ホー・チ・ミン廟 

   

一柱寺         絵付け体験 

その後、再びハノイ市内に戻り、ホワンキ

ム湖を視察した。この湖は、明の侵略を受け

た王朝が、湖の亀からもらった刀のおかげで

勝利し、お礼に刀を湖の亀に戻したという逸

話があり、「刀を返す湖」として市民の憩いの

場として愛されている。ホワンキム湖に浮か

ぶ玉山島にある玉山祠にも足を運んだ。 

その後、チャイナタウンを散策し、市内ホ

テルで最後の夕食を済ませ空港に向かった。 

  

ホワンキム湖       チャイナタウン 
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８日目【７月２９日(土)】 

ベトナム国際空港を午前０時４０分に出発

し、ベトナムでの７日間にわたる研修を終え、

一路成田空港に向かった。同日午前７時２５

分には、我々を乗せたＶＮ３１０便は定刻通

りに到着した。入国審査を通過し、到着ロビ

ーに集まった生徒は、充実した研修に対する

満足感と無事帰国した事による安心感で笑顔

があふれていた。最後に解団式を行い、生徒

達は８日間を共にし、大成功に終わった研修

の成果を讃え合い、また会う事を約束してそ

れぞれの家路についた。 

 

５ おわりに 

 今回実施した第１７回高校生海外派遣研修

は、全国から選ばれた２２名の生徒が研修の

目的を理解し、個々が自覚と責任をもって参

加した結果、大きな事故・けが・トラブルも

なく、全日程を全員でほぼ予定通り参加でき

た。生徒の健康面を配慮し、研修内容の調整

や研修先の移動等、日々の天候、生徒の負担

を考え実施でき、研修の目的は十分に達成で

きたと考える。 

研修期間中は、４班編成で班長を中心に点

呼を徹底し、規律ある行動ができた。生徒に

は一日の時程や視察先で受けた説明のメモを

取らせ、一日の研修記録としてまとめたもの

を夕食後に班ごとに提出させた。ノートは引

率者が点検し、コメントを加えて返却するこ

とで、生徒の感じたことや健康状況を把握す

ることができた。 

 ベトナムの歴史は、中国、王朝時代、フラ

ンス、アメリカ等と、世界で一番戦争が長く

続いた国と言われている。今回の研修では、

日本の技術提携で地下鉄工事等インフラ整備

を進めているホーチミン、日本の技能検定制

度の導入を進めるハノイを訪れ、目覚ましい

発展を遂げていることを実感した。今後も日

本との連携のもと、成長していくであろう国

の姿を垣間見ることができた。生徒には、今

回の研修先が「なぜ、ベトナムなのか」とい

う問いかけをしたが、十分に理解できる貴重

な体験になったと思う。 

本事業が、将来世界で活躍する産業界のリ

ーダーを育成し、日本と諸外国をつなぐ夢の

懸け橋の役割を果たすことを願い報告する。 
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７．生徒の報告 

海外研修報告書 

北海道苫小牧工業高等学校 

電子機械科 ３年 生徒 

１．学校見学 

 今回の研修で一番大きなプログラムである

“B&S プログラム現地学生との交流”で私は

どのようにすればうまくコミュニケーション

を取ることができるのか、当日まで悩んでい

ました。 

 そこで私は“どんなに相手の方に言葉が通

じなくてもしっかり相手の目を見て、ジェス

チャーや言葉に想いを込めて話そう”と意識

しました。すると思っていた以上に楽しく会

話することができ、お互いの国についてのこ

とや伝統民芸のことを紹介し合うことができ

ました。また、“なぜ日本語を勉強なさるので

すか？”と質問したところ、“日本に行ってみ

たい”や“通訳になるため”など意識の高さ

に驚きました。民族や言語を越えて交流し合

うことのすばらしさを知ることができました。 

 

現地大学生との交流 

 

Hanoi Industrial Vocational College（ハノイ工

業職業訓練短期大学）では旋盤や NC 旋盤・

MC があり、中では実際に講義していた。旋

盤は“２・３級技能検定取得”に力を入れて

いて、日本と技術連携しているという。こう

した高度な技術への意欲的な取り組みに今の

日本は負けているのではないかと感じ、危機

感をおぼえました。しかし、こうした技術教

育の現場を見ることができ、工業を学ぶ私に

とってとても勉強になりました。 

 そして、“いつか色々な国の方々とともに仕

事をしたい”という新しい目標を見つけるこ

とができました。その目標を達成するために

もこれまで以上に語学力とコミュニケーショ

ン能力を磨いていきたいと考えています。 

 

２．企業見学 

 「ヤクルト」の工場を見学しました。工場

全体で６０人が働いており、そのうち日本人

は２人でした。また、現地で使われている機

械や原材料は日本から輸入しています。 

 ベトナムでは保全業務が無いため、万が一

機械が故障した場合は自分達で修理しなけれ

ばならない。このことから日々の点検作業が

いかに大切なのかを知ることができました。 

 品質管理の面では“ ISO22000”（食品）

“ISO14001”（環境）を取得しており日本と

同じくらい品質を高く保つことを意識してい

ました。グローバル化社会が進む中で、今の

私達に必要な力は「当り前のことを当たり前

に行う力」であると現地の工場長がおっしゃ

っていた。例えば、日本では保全業務の前や

作業終了後に清掃を行うが、ベトナムでは行

われない。そうした現場で率先して、立振舞

える人を企業が求めていると言う。 

 特に“この力”は、私の恩師にあたる方に

たくさんご指導していただいたため、実践す

る難しさを理解しています。改めてその重要

性を知ることができた。 

 この工場見学で学んだことを私自身が実践

し続け、北海道全体に広められるようにした

いと考えています。  

 

３．観光 

 私の中で一番心に残った場所はクチトンネ

ルとハロン湾です。 

 クチトンネルはベトナム戦争時に使われて

いた全長約２５０km の地下トンネルであり、

トンネルの中はとても狭く明かりもありませ
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ん。その中を当時のことを想像しながら進む

につれ、先行きの見えない辛さや孤独感、恐

怖が襲ってきました。生き抜くことの必死さ

も感じ、生まれて初めて戦争の痛々しさを肌

で感じました。 

 

クチトンネル（入り口） 

 

 ハロン湾はユネスコの世界遺産（自然遺産）

になった広大な海でベトナム北部にあります。

世界遺産（自然遺産）に登録されたのは 1994

年であり、その風景は中国に近いものでした。

ハロン湾の直訳は「ドラゴン（龍）が降りる

場所」であり、鍾乳洞の中にもドラゴンやマ

ーライオン、クラゲなど動物に似た岩がたく

さんありました。また、海上で暮らす先住民

の方々の生活や営み、自然の偉大さや神秘を

味わうことができました。 

 

世界遺産（自然遺産）ハロン湾 

 

４．感想 

 この研修で私はたくさんのことを学ぶこと

ができ、日本とベトナムの絆の深さや技術の

高さに感動しました。こうしてたくさんのこ

とを学べたのは、推薦していただいた先生方

や両親、そして引率していただいた先生方の

おかげです。ありがとうございました。また、

全国から選ばれた２１人の仲間に支えられた

ことも感謝しています。このかけがえのない

繋がりを大切にし、これからも連絡を取り合

えれば良いと考えています。 

 この研修の大切さや重要性を北海道各地に

広められるように頑張りたいと思います。 

本当にありがとうございました。 

 

私が学んだこと 

青森県立弘前工業高等学校 

電気科 ３年 生徒 

１．学校見学 

私達は、ホーチミンとハノイのそれぞれ２

つの学校を訪問しました。私自身この研修で

一番楽しみにしていたプログラムでした。自

分と同じ年齢くらいのベトナムの学生と、学

んできた英語を通じてコミュニケーションを

取りたいと思っていたからです。しかし、日

本語が全く通じない状況の中で、英語だけを

頼りにコミュニケーションをとるというのは

想像よりはるかに難しく、翻訳アプリに頼っ

てしまいました。それでも、ベトナムの学生

たちと互いの国について、互いに学んでいる

ことについて話し合えたのは、とても嬉しく

鮮明に覚えています。 

 
ベトナムの学生さん達と 

 

話をしたなかでも、私がずっと聞きたいと

思っていた、電気のことについて話をできた



14 
 

のはとても勉強になりました。ベトナムでは、

配電設備が整っておらず、たまに停電がおこ

ることや電気の事故によるけが人がたびたび

でることなど、知識、技術ともに発展途上だ

と感じました。将来、インフラ整備をしに来

られたらと思いました。 

 

２．企業見学 

 現地日系企業である「ヤクルト」の工場を

見学しました。日本でよく目にするヤクルト

が世界中３８か国に工場があるなんて知りま

せんでした。ベトナムの工場には、６０人も

の人たちが働いていてそのうち日本の方はた

った２人だけでした。海外では、日本人は高

い技術力だけでなく、日本人にしかできない

ことが求められるということを、話を聞いて

学ぶことができました。日本人なら、当たり

前に行うような掃除であったり、点検箇所と

は別に不備があったら、修正するなど、当た

り前に思えるようなことが必要だと聞き、今

のうちから身に付けたいと思いました。 

 
ヤクルト工場にて 

 

３．観光 

 ベトナムの街並みや人々は、同じアジアと

いっても大きく異なるものでした。見るもの

はもちろん、気温や匂い、聞いたことのない

言葉に食べたことのない食べ物など、全てに

おいて初体験でした。中でも、世界遺産であ

るハロン湾クルーズは印象的でした。世界遺

産は日本にいてもなかなか見る機会がないの

で、見ることができて本当に良かったです。

当日は天気にも恵まれ、ハロン湾は想像して

いたよりもはるかに綺麗でした。片道４時間

のバス移動の疲れも飛んでしまい、本当に素

晴らしい観光ができました。 

 

ハロン湾クルーズにて 

 

４．感想 

 研修を終えて、知識だけでなく、チャレン

ジする勇気だったり、コミュニケーション能

力であったり、多くの力がついたと思います。

このベトナムで過ごした時間は人生の中で、

最も濃い時間を過ごすことができたと思いま

す。本当に一生忘れられない思い出ができま

した。この思い出ができたのは、仲間がいた

からだと思います。この繋がりは、今後も大

切にしていきたいです。そして、この素晴ら

しい体験に関わってくださったすべての人達

に感謝しています。本当にありがとうござい

ました。 

 

海外研修に参加して 

  宮城県工業高等学校 

    インテリア科 ３年 生徒 

１．学校見学 

現地学生との交流のため VJCC(ベトナム

日本人材協力センター）に行きました。現地

学生の皆さんは、フレンドリーで話しやすく、

日本語を少し話せるので一番のネックであっ

た言語に対する壁はなく、スムーズにコミュ

ニケーションを取ることができました。その

後、日本からのお土産である竹とんぼで遊び、
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交流を深めました。この竹とんぼはただ手で

飛ばすだけでなく、女竹（めだけ）製溝切り

飛ばし機を使うことで約３０メートルもの高

さに上昇しますが、コツが必要です。しかし

成功すると、手動では味わえない迫力を味わ

うことができます。学生の皆さんも最初は上

手く使いこなせませんでしたが、時間が経て

ば経つほど上達していき、屋根に上がってし

まうほどの高さまで飛ばすことができるよう

になりました。また私たちは、花についての

民謡を教えていただきました。日本語とは発

音が違って難しかったですが、丁寧に指導し

てもらい、一緒に歌うことができて嬉しかっ

たです。短い時間でしたが楽しく学生と過ご

すことができました。 

 ベトナムの学校教育は、小学校５年間・中

学校４年間・高校３年間であり、日本とは違

っていました。また、２学期制で９月から１

月、１月から６月と区切られていて暑くなる

夏場はのんびり過ごすそうです。ただし入試

が７月にあるので暑い中勉強しないといけな

いため受験生は大変な思いをするのだそうで

す。学校教育一つでも日本とは違うところが

あり驚きました。 

 

２．企業見学 

日系企業の「ヤクルト」の工場見学をしま

した。この工場は２００６年６月２６日にで

き、６０人の人が工場で働いています。 

ヤクルトとは、原料が砂糖・ミルク・菌で

あり、１本あたり菌が６０億個となっている

ため、腸の機能である「栄養をいれる・排出

物をつくる・免疫力をつける」ということが

活発になり、体に対して良い菌が沢山はいっ

ていることが分かりました。また、ヤクルト

の工場は世界３８か国にあり、１日に３５０

万本製造されていることに驚きました。こう

して日本の企業が海外でも知られていること

を嬉しく思いました。実は私はヤクルトをあ

まり飲んだことがありませんでしたが、これ

を機にヤクルトを飲んでみたくなりました。

現在は機械１台で製造しているそうですが、

近々もう１台増やすそうなので、製造量が増

えて、ベトナムの方により身近なものになる

と思います 

 
ヤクルト製品 

 

３．統一会堂 

 ホーチミン市にある統一会堂では、ガイド

さんの案内・説明を受けながら館内を見学し

ました。この場所は、ベトナム戦争終結まで

はベトナム共和国の大統領府及び官邸とされ

ていたそうです。現在は南ベトナム大統領府

当時のまま保存され、事実上の博物館として

有料で一般公開されています。そのため、会

議室や執務室・応接室など、どの部屋も格式

高い内装になっていました。 

ガイドさんからベトナム戦争の説明を聞き、

歴史について学ぶことができました。 

 

統一会堂にて 

 

４．ハロン湾クルーズ 

 首都ハノイから、バスに揺られて約２時間、

１９９４年にユネスコ世界自然遺産に登録さ

れた、ハロン湾に行きました。隆起による地
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殻変動でできたハロン湾は、ドラゴンが降り

立った場所として知られているそうです。そ

のため島の中にある鍾乳洞には、ドラゴンの

ように見えるものがありました。初めて鍾乳

洞に入りましたが、自然現象によってこのよ

うな絶景が生み出されたことに感動しました。

ベトナムに行く機会があったら、是非訪れて

ほしい場所です。 

 クルーズ中には、他の船が寄ってきてカブ

トガニやシャコ・貝を売りにきました。船同

士がぶつかり、このように売り物を売りにく

ることは日本では絶対にないので珍しかった

です。そして、日本では食べることができな

いカブトガニを食べました。少しクセがあり、

少々苦手でしたが、食べることができて良い

体験になりました。 

 
ハロン湾 鍾乳洞のドラゴン 

 

５．感想 

 今回の研修は、私にとって初めての海外で

した。それに加え、研修に一緒に参加する人

は初対面だったので、緊張や不安でいっぱい

でした。しかし、研修が始まると緊張や不安

よりも、これから体験することに対する楽し

みの方が大きくなりました。 

 ベトナムでの１番の思い出は、現地学生と

の交流です。言葉が通じず戸惑うのではない

かと思っていましたが、学生の皆さんは明る

く積極的に話かけてくれたので楽しく交流す

ることができました。言葉が違っても、身振

り手振りで交流することができ、楽しむこと

ができるのだと学びました。 

 私にとって今回の研修は、今しかできない

体験、そして何より人とのつながりが一気に

増えたように感じられました。沢山の人と触

れ合いながら、日本との文化の違いや考え方

の違いを肌で感じることができました。約１

週間という短い期間で、ここまで自分が変化

したと実感できたのは初めてです。今回の研

修で学んだことを生かし、何事にも挑戦する

心を忘れずに、今後も生活したいと思います。 

 高校生のときにこのような貴重な経験がで

きたことは生涯忘れることはありません。あ

りがとうございました。 

 

実りある一週間 

秋田県立能代工業高等学校 

理数工学科 ３年 生徒 

１．大学訪問 

 今回の海外研修では、Ｂ＆Ｓプログラムや

大学訪問など、大学生との交流の時間が充実

していた。大学生はとても明るく、気さくに

話しかけてくれて、楽しかった。また、日本

語が上手な大学生が多く、コミュニケーショ

ンをとりやすかった。大学生と会話していて、

日本ほど英語を勉強していないことに驚いた。 

 

ベトナムの大学生 

 

 異文化交流では、私たちが持っていった竹

とんぼを大学生に教えながら飛ばしたり、ベ

トナムの歌を一緒に歌ったりした。HNIVC で

は、大学生が歌や楽器を披露してくれた。学

長に学校案内をしていただいた。また、昼食

を一緒に食べたり、最後の夕食の時にはベト
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ナムのおもちをふるまっていただいたりする

など、とても親切にしていただいた。大学内

の設備は、整理整頓がされていて、使いやす

いように感じた。 

 たくさんの大学生と交流することができて、

とてもよい経験となった。夏休みにもかかわ

らず、参加してくれた大学生の方々には感謝

している。 

 

２．「ヤクルト」工場見学 

 企業見学では、日本でもなじみ深いヤクル

トの製造工場を訪問した。従業員は６０人で、

その中で日本人は２人だけだった。工場長は

日本の方である。世界３８か国に工場がある

ことが分かり驚いた。ヤクルトの材料を、日

本から輸入し、日本の機械を使用するなど「日

本の会社だ」と思うことが多かった。 

また、日本では当たり前に行われているが、

海外ではあまり行われていない、機械を洗っ

てから機械の点検を行う方法をベトナムでも

行っているとおっしゃっていた。日本の技術

を海外でも活用していて、私は、日本の技術

は世界に誇れるものだと感じた。その他にも、

はさみなどの危険物は一目見てわかるように

それぞれの絵が描かれている型に合わせてお

くなど、誰にでも分かりやすい工夫がされて

いた。 

 技術を身に付け海外で活躍している日本人

は、日本での苦労があったからこそ海外で活

躍できることを感じた。 

 

ヤクルトの容器で作られた巨大ヤクルト 

３．ハロン湾・クチトンネル 

 世界遺産であるハロン湾とベトナム戦争中

に使用されたクチトンネルを訪れた。 

 ハロン湾は、周りが岩に囲まれた場所だっ

た。その日は、天気もよく遠くまで見渡すこ

とができた。また、様々な形をした岩が多く、

楽しいクルージングとなった。クルージング

中、魚や果物を船で売りに来る光景は新鮮だ

った。船の中で食べたカブトガニは、独特な

味だった。鍾乳洞も見た。日本の鍾乳洞は水

があり、とても涼しいが、ベトナムの鍾乳洞

は山の上にあり、水がなく蒸し暑かった。し

かし、とても広い空間で綺麗だった。 

 クチトンネルでは、ベトナム戦争を経験し

た方の話を聞いたり、実際にトンネルの中に

入ったりした。トンネル内はとても狭く、歩

くのが大変で暑かった。また、落とし穴や空

気穴など、自分たちの身を守る工夫のレベル

が高いと思った。 

 

クチトンネルの模型 

 

４．感想 

 今回の海外研修では、たくさんの人に触れ、

多くのことを学ぶことができた８日間だった。

日常では経験することのできないことを経験

できて充実したものだった。一緒に参加した

工業高校生のさまざまな地方の方言を聞いた

り、学校生活の話をしたり、普段はかかわる

ことのない学科の人と話すこともできて楽し

かった。また、学年、性別を気にすることな

くたくさんの人と交流ができた。 

 今回の海外研修を支えてくれた多くの人に

感謝し、海外研修での経験をこれからの生活
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に生かしたい。 

 本当にありがとうございました。 

 

初の海外研修を終えて 

千葉県立東総工業高等学校 

情報技術科 １年 生徒 

１．観光 

ホーチミン市では三日間を過ごした。 

空港を出ると、鳴り止まないクラクション、

意味のない信号など日本では当たり前のこと

が当たり前になっていないことに日本とベト

ナムの文化の違いや世界の広さを、身をもっ

て感じた。 

初日には統一会堂、サイゴン大教会、中央

郵便局、人民委員会を訪問して、水上人形劇

を鑑賞した。植民地時代の名残を水上人形劇

の楽器や、統一会堂の中の展示物、聖母マリ

ア教会の建物から知ることができた。 

三日目にはクチトンネルを訪問し、細部ま

できちんと作られているトンネルもそうです

が、ベトナム戦争を経験した方が強く印象に

残っている。右手が無くなっており、鋭い眼

光を持っていた。そのことからベトナム戦争

がどれだけ悲惨でどれだけ生き残ることが大

変であったかを感じ取ることができた。 

ホーチミンのホテルは思ったよりも綺麗で

日本とそう変わらなかった。ホテルを出ると

必ず財布を売りに来るおばさん達がいて値段

交渉をしてみるとだんだんと安くなりついに

は半額以下になった。やはり、現地の方々は

売り方が上手で面白かった。 

ホーチミンは現地のガイドさんが、「日本で

いう大阪のような街」と言っていた通り、東

南アジアらしさがあり街には活気があった。 

そして、ハノイでも３日間を過ごした。信

号は相変わらずではあったがホーチミンとは

違ってあまりクラクションが鳴っておらず少

し日本に近いような印象を受けた。 

ベトナムのイオンモールでは日本でも見た

ことのある店やゲームセンターがありとても

懐かしく感じた。 

ハロン湾では今まで見たことのないような

絶景を見ることができ、感激した。 

前記の通りハノイはホーチミンよりも日本

に近い印象を受け、食べ物も食べやすく、気

候も過ごしやすかった。 

 

現地の交通事情 

 

      ハロン湾 

 

２．学校訪問 

現地では、Vietnam-Japan Human Resources 

Cooperation Center（VJCC）、Hanoi Industrial 

Vocational College（HNIVC）を訪問した。 

VJCC はビジネスコースと日本語コースが

あり、日本とベトナムの両政府により建設さ

れた。日本語が堪能な方もいたが自分は日本

語ではなく、英語を話せる方と会話をした。

英語を使うという経験が少なく、一部聞き取

ることができなくて自分の英語力のなさを感

じた。でも、何とか話をすることができ相手

の将来の目標や趣味などを聞くことができた。



19 
 

中でも相手の方がアメリカで働きたいと話し

ていたことにはとても驚いた。 

HNIVCではVJCCとは異なり陽気な方がた

くさんいた。日本との交流も深く、毎年３週

間ほど日本に送ったり、技能検定の２、３級

を受けさせたりしている。自分の学校では見

たことのない、ヘルメットの質を確かめる装

置や強風の中で作業する装置があり設備が充

実していた。最近では技能五輪でゴールドメ

ダルを獲得するなど発展を続けている。 

現地の学生さんは皆、英語力に優れていて

自分の英語力のなさを感じ、帰国後は英語の

勉強に精進していきたい。 

 

３．工場見学 

日本の企業であるヤクルトの工場を見学し

た。世界３８か国に工場が進出していること

やベトナムでは女性が積極的に働くことなど

に驚いた。工場では乳酸菌シロタ株を冷凍保

存して輸入してくると聞きやはり海外で工場

を持つことは大変だなと感じた。ベトナムで

は戦争の影響もあり平均年齢が若く、工場で

働く方も若い方が多かった。 

現地で働く日本人の方に話を伺うと、海外

で働くためには細かいことまで気にする日本

人の心や英語が重要なこと、海外に事業所の

ある会社で働くと海外で働ける機会が増える

ということを教えていただき、非常に重要な

ことを学べた。 

 

４．感想 

これが初めての海外となりましたが本当に

様々な経験をさせていただきました。ベトナ

ムの歴史、食事、文化など普段では味わえな

いことを学び、素晴らしい１週間を過ごすこ

とができました。２人だけの１年生の内の１

人でしたが学年、性別関係なく仲良くしてく

れた皆には本当に感謝しています。そしてこ

の研修に参加するにあたりご尽力いただいた、

全工協の方々、家族、先生方には感謝してい

ます。最高の経験をさせていただき、本当に

ありがとうございました。 

海外研修に参加して 

東京都立多摩科学技術高等学校 

科学技術科 ２年 生徒 

１．海外研修について 

1-1海外研修の概要  

 本研修は全国工業高等学校長協会（全工協）

が主催するもので、海外研修自体は第１７回

となり、１７年の歴史がある。これまではカ

ナダや、オーストラリアなどの国へ行ってい

たが、昨年度からはベトナムに行っている。 

今回研修に行ったのはベトナムの中でも、

大きな都市として知られる、ベトナム南部の

ホーチミン市と北部のハノイ市だった。 

 研修には私を含め全国から選ばれた 22名

が参加した。参加する一人ひとりがはっきり

とした目的と、強い意志を持って参加してい

て、お互いのモチベーションを刺激しあいな

がら、終始良い雰囲気で研修に臨むことがで

きた。 

 

1-2研修の目的 

 本研修の目的は、世界で活躍するうえで大

切な国際感覚を身に付けることにあった。た

だしこれは参加する生徒全員の共通した目的

であるので、私は個人的に、 

①現地の人や町の雰囲気を感じ取り、一つで

も多くのことを学び吸収すること 

②現地の人と積極的に交流し、帰国した後も

交流を続けること 

③思い切り楽しむこと 

以上の 3つを自分の目的として付け加え研修

に臨み、充実した研修をすることができた。 

 

1-3研修中の主な日程 

海外研修：７月２２日～７月２９日 

 １日目 

結団式＆事前学習 

 ２日目 

ホーチミン市へ移動 

ホーチミン市内見学 

水上人形劇見学 
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 ３日目 

ベトナムヤクルト株式会社見学 

クチトンネル見学 

 ４日目 

VJCC(ベトナム日本人材協力センター)

で交流 

ベトナム歴史博物館見学 

ハノイ市へ移動 

５日目 

  HNIVC（ハノイ工業職業訓練短期大学）

で交流 

    B&S プログラム、現地大学生と交流 

 ６日目 

  ハロン湾のクルーズ 

  鍾乳洞見学 

 ７日目 

  ハノイ市内観光 

  バッチャン陶器村で絵付け体験と見学 

 ８日目 

  帰国 

 

２．現地での活動 

2-1学校見学と現地の学生との交流 

 本研修では学校見学と現地学生との交流の

ために、ホーチミンでは VJCC（ベトナム日

本人材協力センター）、ハノイでは HNIVC～

Hanoi Industrial Vocational College～(ハノイ工

業職業訓練短期大学)を訪問した。また、学校

見学とは別に B&S プログラムでも現地の学

生と交流する機会があった。 

 

VJCC 

研修４日目に訪れた VJCC は日本とベトナ

ムが協力して作った人材協力センターで、特

に日本語の教育に力を入れているようだった。 

ここでは高校生２人に対して現地の学生１

人が付く形で交流した。一緒にお話しした

Hang さんとは英語で会話をして楽しむこと

ができた。Hang さんは特に日本の祭りや着物

に興味を持っていて、会話の中でお互いの文

化への質問が多く出た。そのため、お互いの

文化に対する理解を深めることができた。交

流の終盤に全体でベトナムの民謡を歌った。

日本のものとは雰囲気が違っていたが、その

独特な響きが好きになった。とても有意義な

時間を過ごせたと思う。 

  

HNIVC 

研修５日目の午前中に訪れた HNIVC はハ

ノイにある大学で、充実した設備が整ってい

た。 

ここでは、交流会の後、学校見学をした。

交流会ではベトナムの歌を披露していただい

たり、竹を用いたベトナムの遊びを体験した

りした。そこで出されるフルーツ１つをとっ

てもやはり日本のものとは違っていて、文化

の違いを五感で感じることができた。こちら

が持って行った竹とんぼもベトナムの人から

見ると珍しいようで、普段、当たり前だと思

っていた日本の文化が貴重なものだというこ

とに気が付いた。その中で海外の文化を理解、

尊重しながら日本の文化も大切にしていきた

いという思いを強く抱いた。 

続く学校見学では自動車修理施設や労働安

全の教育施設、旋盤の練習施設などを見学し

た。自動車修理施設、労働安全の教育施設は

いずれも韓国の現代建設が作ったものらしく、

ここでもベトナムと他国の関係が見ることが

できた。なお、労働安全の教育は日本では就

職後に企業で行われるもので、それを大学で

学べるのは非常に実践的で素晴らしいことだ

と思った。また企業から製品の受注もするこ

と、自動車修理のコンクールでも東南アジア

大会で優勝するほどの実力があることをお話

ししていただいた。実践的な訓練を行える大

学であることがわかり、就職率が 100％だと

いう話にも納得できた。 

交流した学生は皆活気があり、明るかった。

ベトナムの発展には HNIVC のような場所で

学んだ活気のある学生が多く関わっていくの

だと感じた。 

 

B＆S プログラム 

 研修５日目午後に行われた B＆S プログラ
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ムでは、日本人高校生５人と現地学生２人の

グループになってイオンモールに行った。イ

オンモールの建設には日本も深く関わってお

り、日本の会社も多く出店していた。 

 大学生は、イオンモールに行くのは２回目

だと言っていた。モール内は人がまばらで、

日本では気軽にショッピングモールに行くが、

ベトナムではそうではないのかもしれないな

と感じた。店には珍しい果物がおいてあり、

大学生とお互いの国の食べ物について話すこ

とができた。いろいろなところに日本語を使

った名前の商品がおいてあった（oishi,kokozo

など）。ドラえもんが人気なようで、ベトナム

は親日国だということに、改めて気付かされ

た。大学生はとても日本語が上手だった。と

ても仲良くなり、次来た時も会おうねと言っ

てもらえた。今後もこのようなつながりを大

切にしていきたいと感じた。 

 

B＆Sプログラム時の記念写真 

 

2-2企業見学 

 本研修ではベトナムに進出した日系企業の

見学を目的に、ベトナムヤクルト株式会社を

訪問した。 

 

ベトナムヤクルト株式会社 

 研修３日目に訪問したベトナムヤクルト工

場は、生産ラインが１本の小さな工場だった。

５８人のベトナム人と２人の日本人が働いて

いて、日本人は現地従業員の教育や機械の整

備をしていると分かった。生産ラインは１本

でも１時間で 45,000 個のヤクルトを生産、梱

包でき、ここで作られているヤクルトはベト

ナム国内だけでなくカンボジアにも輸出され

ていると聞いた。想像していたよりも小さな

工場だったが、他国にも影響し健康を支えて

いると考えるとすごいなと思った。 

見学はヤクルトの説明、施設見学、日本人

従業者の方のお話の順に行われた。個人的に

一番印象に残ったのは最後のお話の中の、「世

界で活躍できる技術者になるには、高レベル

の技術が必要で日本の職人の精神を持つこと

が大切だ」という言葉だった。この言葉は海

外で技術者として働いた経験のある先輩から

私たちへのアドバイスなのだと気付き、感銘

を受けた。これから勉強をしていく時には、

高レベルの技術、知識だけではなくしっかり

と日本人としての意識、精神も身に付けてい

くべきなのだと改めて気付かされた。この言

葉を常に胸に置き、一日本人として世界とい

う舞台で活躍できるようになりたいと思った。 

この見学では現地の従業者の方のお話を聞

けるなど、とても学べることが多かった。こ

こで学んだことを今後の人生で生かしていき

たいと思う。 

 

2-3観光 

 私はこの研修を通してベトナムの雰囲気、

歴史を肌で感じることができた。何もかもが

刺激的だったが、特に印象に残ったのはホー

チミン市内観光、クチトンネル、ハノイ市内

観光だった。これらの場所では日本と全く違

うベトナムという国を思い切り感じることが

できた。 

 

ホーチミン市内 

 ホーチミンはベトナムで１番大きい都市で、

とても人が多くて活気があった。バイクの数

がとても多く、信号もほぼ守られないため日

本では感じられないスリリングな観光を楽し

めた。 

見学した統一会堂や中央郵便局などの建物

はどれも新しく感じた。道沿いのあらゆると

ころに屋台があり、とくにフォー（米を使っ

たうどん）や果物の店に人が集まっていた。

親日家が多いのか、町の中でも日本語を見る
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機会が多かった。特に観光地やホテルの前に

いる、路上販売をする人は流ちょうな日本語

を話していた。明るくて、親しみやすい人が

多く、よく話しかけられた。ホテルに戻った

後、夜１２時を過ぎても外で話している声が

聞こえた。朝が早く、夜も遅いことについて

は普段彼らがどのような生活を送っているの

かと不思議に思った。もし機会があれば、夜

のおしゃべりにも 混ざってみたいと思った。 

 

ガイドのチンさんとの 1枚 

 

クチトンネル 

 クチトンネルはクチ地方にあるベトナム戦

争の時の使われた全長約２００Kmのトンネ

ルで２０年近くかけて掘られた。ここには戦

時中使われていたトンネルの他にも、落とし

穴の展示や当時食べられていたキャッサバ

（タピオカの原料）を食べられるコーナーも

あった。 

初めに戦争を体験した現地の方からトンネ

ルの説明を受け、その後実際にトンネルに入

った。実際に使われたトンネルと、観光用に

掘られたトンネルに入った。やはり実際に使

われたトンネルのほうが狭く、しゃがんで動

くのがやっとで、中はとても暑かった。トン

ネルには敵に対して見つからないようにする

仕掛けがあり、その一つ一つの説明を聞いて

当時は生きることに必死だったことを感じ取

った。 

その後食べたキャッサバは味のないサツマ

イモのような感じで、塩とピーナッツの粉を

混ぜたものをつけて食べた。とても腹持ちが

良くすぐれた食材だと分かった。 

帰りのバスの中でベトナムではネコ、イヌ、

ヘビ、ネズミを食べるという話があった。戦

争中は食べ物がなくそれらを食べなければい

けなかったのだと考えると、ベトナム人のた

くましさを感じた。個人的には機会さえあれ

ばどれも食べてみたいと思った。 

実際に体験して歴史をまなび、新たなこと

に興味を持てて、とても良い体験ができたと

思う。 

 

トンネルに入る私 

 

ハノイ市内 

 ハノイはベトナムの首都で、現代的な街並

みだった。日本政府の援助を受けて空港や道

路が作られているようで、道路はホーチミン

に比べて広かった。バイクの中の自動車の数

の割合もホーチミンと比べて多かったように

思う。商店は夜の１０時にもなるとほとんど

閉まり、ホーチミンのようなにぎやかさはあ

まり感じなかった。あらゆるところで都会っ

ぽい印象を受けた。 

ハノイの市内には文廟やホー・チ・ミン廟、

チャイナタウンなどいろいろな見どころがあ

った。とくに印象に残ったのはチャイナタウ

ンで、とても活気にあふれた場所だった。果

物を売る店、肉を売る店、衣類を売る店それ

ぞれ通りが分かれていて、どこにも人がごっ

た返していた。そのほとんどが現地人で、ベ

トナム人のパワーはすごいなと感じた。 

ハノイは中国に近いこともあってその文化

の影響を多く受けていることを感じた。しか

しその中にもベトナム独特の雰囲気や文化が

混じっていて、とても面白い場所だと思った。

次来るときはもっと市街地を回ってこの雰囲

気をもっと感じてみたいと思った。 
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３．研修の感想 

 この研修では本当に多くのことを学ぶこと

ができた。ベトナムの気候、人の雰囲気、大

学の様子、職場の環境などあらゆる面で発見

があった。日本と似ているところもあれば、

まったく違うところもあり、国が変わればこ

こまで違うのだということを毎分毎秒感じて

いた。初めこそ不安はあったし、日本と比較

してしまっていたが、次第に不安は好奇心へ

と変わり、いつしか「これがベトナムなのだ」

とありのままで受け入れられるようになった。

このことで特に食事、生活について、先入観

にとらわれずにベトナムを見ることができて

とてもよかった。今後は研修で得た経験を生

かして、将来に向けて頑張っていきたい。 

 この研修でよかったのは、ベトナムについ

て理解が深まったことだけではなく、多くの

人と関われたことだと思う。海外研修に参加

した日本の他の高校生２１人と知り合え、仲

を深められたことはもちろんのこと、普通に

旅行するだけでは絶対に知り合うことのでき

ない現地の大学生と交流できたことは私にと

って一生ものの宝になった。実際、今も SNS

を利用して研修の仲間、現地の大学生とメッ

セージのやり取りやビデオ電話を利用して交

流している。このつながりは１０年たっても

残しておき、ぜひまた会って話がしたい。 

 今回研修に参加して、自分だけでなくほか

の多くの人にもこのような経験をしてほしい

と思った。いずれは高校生向けの海外研修を

企画する側に回れたらと思う。 

 最後に、このような素晴らしい経験を支え

てくださった関係者の方に心からお礼を言い

たいと思う。海外研修を企画・運営してくだ

さった全工協の先生方、ツアーを支えてくだ

さった添乗員の方、海外研修に行かせてくれ

た家族、推薦してくれた学校の先生方、交流

していただいた現地の方、ベトナムを案内し

てくださったガイドの方、企業見学をさせて

いただいた社員の方々、本当にありがとうご

ざいました。 

Tôi cảm ơn các bên liên quan. 

ベトナム研修で学んだ事と印象に残っ

た出来事 

神奈川県立藤沢工科高等学校 

総合技術科 ３年 生徒 

１．学校見学について 

私たちが訪問した学校は２つあります。１

つ目はホーチミンにある貿易大学、そして２

つ目はハノイにある工業職業訓練短期大学で

す。 

１つ目に訪問した貿易大学では、最初に担

当の方々の挨拶を聞いた後、交流として貿易

大学の生徒達としばらくフリートークして、

ホーチミンの民謡を皆で歌いました。正直言

って全くベトナム語が話せない私には、とて

も難しかしい歌でしたが、現地の学生さんが

褒めてくれたり、一緒に楽しく歌ってくれた

のを、今でも鮮明に覚えています。ちなみに

私ともう１人の男子で２人ペアを作って、そ

の中に現地の学生さんが入るというパターン

でした。私達と交流した学生さんは、英語は

話せるものの、日本語は勉強中のようで、ま

だ他の学生さんのようには話せない方でした。

英語で話すのは少し難しかったのですが、英

語が好きな私にとってはよい勉強になりまし

た。 

これらのフリートーク、民謡の合唱を終え

た後、現地の学生さん達と初日に行なった竹

とんぼを使った遊びをしました！もちろんベ

トナムの人達は竹とんぼを使ったことが無い

ため、私達日本の学生が竹とんぼの飛ばし方

を手本も兼ねてベトナムの学生さん達に教え

ました。 

殆どの人が日本語で飛ばし方を教えていた

と思うのですが、僕ともう１人の男の子は英

語で飛ばし方を教えました。道具を使った遊

びを英語で説明するという事をした事が無か

ったので、普通に英会話するよりも凄くレベ

ルが高かったです。 

竹とんぼの遊びを終えた後、集合場所に戻

り、お互いの国のお土産を渡してお別れしま

した。 
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２つ目はハノイにある職業訓練学校という

所を訪問しました。こちらも貿易学校と同じ

様に最初に挨拶の言葉、歓迎をしていただい

た後、現地の学生さんが来て学校の舞台で歌

やダンス等といったパフォーマンスを披露し

ました。両方ともプロ顔負けのパフォーマン

スでした！しかしこの歓迎に物足りないと思

った日本の学生は、パフォーマンスをお返し

するかの様にこっちも現地の人達にSMAPの

世界に一つだけの花を日本の高校生２人が舞

台に立って歌いました。ちなみにその２人の

高校生の内の１人が私です。最初は赤面しま

したが、だんだんと楽しく感じてきて熱唱し

てしまいました！その後現地の学校の校長先

生から戦争中はどんな暮らしをしたかなどの

話をしてもらいました。さらには機械見学、

ヘルメットの耐久実験、重い荷物をどうやっ

て運ぶかといった事を体験しました。ヘルメ

ットの耐久実験はとても楽しかったです。 

そのあとは現地の人と日本のお菓子をシェ

アして仲良く食べました。 

 

現地の学生さんとの交流 

 

学校見学を終えた後、現地の校長先生が昼

食をご馳走してくれました。現地の職員の

方々とお昼を食べながら楽しく会話ができま

した。このような素晴らしい体験ができたの

は現地の校長先生と仲が良い先生たちのおか

げだと思っています。ありがとうございます。 

 

２．企業見学 

企業見学には３日目の研修日にいきました。

なんと訪問したのは日本発祥で日本でも有名

なホーチミン市にあるヤクルト工場です！入

り口で歓迎してくれたのは若くて美人な現地

のヤクルトの社員さんでした。そしてヤクル

ト工場の見学は日本を含めて初めての見学に

なりました。これもベトナムで果たせたとは

すごく嬉しかったです。 

 

ヤクルト工場ｉｎホーチミン 

 

上の写真がホーチミンにあるヤクルトの会

社の中の一部です。壁にある写真がこちらの

会社の外観です。やっぱり日系企業だけであ

って雰囲気が日本とあまり変わらないと感じ

るのは私の気のせいでしょうか。 

そんな中ヤクルトの社員さんからヤクルト

の歴史を解説してもらいました。時をさかの

ぼって 1930 年に、日本のシロタさんという方

がヤクルトに入っている菌を見つけたのがき

っかけ。この人がいなかったら今の世界にヤ

クルトは存在してないと思います。 

ヤクルトはなんと多国籍企業で世界３８か

国あるとの事、アメリカ、フランス、イギリ

スにも会社がある模様です。ヤクルトがこん

なにも世界に発展していたなんて全然知りま

せんでした。 

そしてさらに驚いたことは、人間の腸の長

さは６ｍもあることを聴いてそんなにあるの

かと思っていたらサンプル品で見させてもら

った結果本当でした。てっきり私は自分の身

長よりはないだろうと思っていましたがその

逆を取られました。 
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こちらの会社では多いときに、１時間で約

１万本のヤクルトを製造できるようです。 

そして、ISO22000 を取得し品質管理も徹

底していて、ヤクルトに必要な菌が入ってい

るかをチェックしたり、さらには大きな点検

が月に１回あるとの事です。 

ちょっと話をずらすとこちらの求人票は日

本みたいに書類ではなく、インターネットで

応募してから試験を行うみたいです。 

最後には岩男さんが作ってくれたヤクルト

のコースターを受け取ってホーチミンのヤク

ルト工場を出ました。私がヤクルトに就職し

たらこちらの工場に勤めたいと思いました。 

ちなみにお別れの挨拶は私がやらせていた

だきました！ 

 

３．観光 

 

こちらはホーチミンにある統一会堂です。

突入した戦車も記念として展示されています。

ベトナム戦争終焉の地という歴史的な建造物

ですが、とにかく暑くて大変でした。私事で

はありますがこちらの売店で缶コーラを買っ

たのが人生初の海外でのお買い物です。 

なんと大統領・大統領夫人の部屋も見るこ

とができました！でも流石に大統領の部屋だ

けであって観光客がすごく多かったです。 

統一会堂の後、聖母マリア教会という所に

訪れました。しかし、改修のため中に入れな

いので隣の中央郵便局から眺めるだけでした。

そして５分の自由時間をもらい、これも私事

ですが近くにあったマックに寄って、ベトナ

ムのマックを堪能しました。 

更によかったのがハロン湾クルーズの船内

で、普段口にしないような物を食べることが

できました。なんとそれはカブトガニ！しか

も１匹につき 9000 円！？これは高いから食

べなくて良いやと思った瞬間、先生がレアも

のだから食べるしかない！と言って買ってく

れました。9000 円の価値がする味でしたね！

ご馳走様です！！ 

 

４．感想 

今回の１週間はあっという間の時間でした

が、とても素晴らしい研修になりました。 

なぜなら、全国から選ばれた工業高校生や

現地の学生さん達、引率の職員の方々やガイ

ドさん達皆さんが全員良い人だったので、素

晴らしい研修になったと思います。 

そのなかで１番思い出に残るのは、４日目

にあった工業職業訓練短期大学の学生との交

流と、午後に行った B&S プログラムという

交流で、ベトナムの学生さん達とイオンモー

ルに行った事です。職業訓練学校については

「１．学校見学について」にも書いてあるよ

うに、パフォーマンスをしたり、一緒に伝統

のおもちゃを使って遊びました！特にパフォ

ーマンスはいきなりやる感じになって最初焦

りましたが、皆ノリが良かったので緊張もと

けて楽しく歌えました！その後の工業機器の

見学も終えた後、現地の学生と仲良く会話し

ていたら、引率の先生に「お前は今日からも

うここの学生！仲良くしすぎ！じゃあね！」

と言われ１回バスに乗るのを拒否され、代わ

りに現地の学生さんが私の席に座っていまし

た。でもこれを言われるほど仲良くなれたの

が凄く嬉しいです！ 

B&S 交流では班別になってそこに現地の

学生さんが２人入るという形でした。自己紹

介した後、ハノイのイオンモールに行きまし

た。いくら親日国とはいえイオンまである

の！？と思いました。２時間という時間をも

らい他の班はお茶とかしているのに、私達の
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班はゲームセンターで仲良くプリクラを撮っ

たり、ダンスゲームしたり、ホッケーしたり、

車のゲームをしたり、ピカチュウの中に入っ

て遊んでいました！先生からは「ベトナムま

で来てゲーセンはすごい」と言われました。 

しかもイオンの中にはなんと、牛角？！が

あると知った私は皆で行こうと誘ったのです

が拒否されました。でも皆と楽しい時間を過

ごせました。いまでは連絡先を交換してお互

いにメッセージを送っています。「日本に行っ

たら会いに行くね」「ベトナムに行ったら会い

に行くね」などの会話をしています。 

まさか海外に友達ができるとは思ってもい

ませんでした！この企画に参加できたことを

誇りに思います。またいつかベトナムに行っ

たら、仲良くなったベトナムの学生さんにま

た会いたいです。 

ベトナムには日系企業がたくさんあるとは

聞いていたのですが、ホーチミン市内には日

本のコンビニや和食屋さんの大戸屋が街に何

軒かありました。私は海外にある日本のお店

等を目にすると行きたくなってしまう人なの

でベトナムに着いてから約３日間は朝昼晩の

間隔で近くにあったサークルＫに行きました。

他にも日本にあるお店を見つけはしましたが、

日程上訪れる事ができなかったので、いつか

またベトナムに行けたら行きたいと思ってい

ます。 

最終日には日本に帰らないでもっとベトナ

ムにいたい！と感じてしまいました。これは

今回の研修が楽しかったせいもありますし、

一緒に研修に行った人たちとも仲良くなれた

ので凄く楽しい研修ができたからでもありま

す。あっという間の１週間でしたが充実した

1 週間を過ごせました。 

ベトナムの学生の皆さん、引率者の先生の

皆さん、一緒に研修に行ってくれた高校生の

皆さん、共にすばらしい研修をさせていただ

き本当にありがとうございました！ 

 

 

 

海外研修 inベトナム！ 

山梨県立韮崎工業高等学校 

環境化学科 ２年 生徒 

１．大学訪問 

VJCCとHNIVCと言う２つの大学を訪問し

ました。VJCC は４日目、HNIVC は５日目と

いうスケジュールでした。 

４日目の VJCC は Vietnam-Japan Institute for 

Human Resources Development HCMC と言っ

て人材育成に力を入れている学校で、貿易・

人文・技術短期大学など沢山の学部が集まる

大学でした。そのため日本語を学んでいる方

が多く、日本語でコミュニケーションをとれ

る場面も少なくなかった。最初は中々うまく

会話が出来なかったが、絵を描いたり、ジェ

スチャーを使って会話を進めていくといつの

間にか私も相手も盛り上がっていて、大学の

事や学部、好きなことなど沢山話していた。

その後には私たちが持ってきた竹とんぼで遊

んだ。初めて使うようで惑っていましたが、

使い方を教えるとすぐに上達して最後には天

井に着くほどに上がるようになっていました。

最後にはベトナムの歌を班ごとに歌い交流は

終了となりました。初めてのことだらけで緊

張しましたがとても貴重な時間でした。５日

目の HNIVC（ハノイ工業職業訓練短期大学）

は約 4000 人の学生がいて、日本に１０人ほど

インターンシップに行かせ技術を学んでいる

とのことでした。私たちが行ったときは夏季

休業中で学生はあまりいませんでしたが、交

流した学生の方々はとても厚く迎えてくれま

した。歌や笛を使ったパフォーマンスを見た

ときは凄くて鳥肌が立ちました。伝統的な竹

を使った遊びも教えてもらえてよかったです。

校舎の中を見学しましたがとても広く、旋盤

や溶接、見たことのない機械があり興奮しま

した。工業高校と似たとこが多々ありとても

楽しく学ぶことが多い交流でした。 

 

２．企業見学 

３日目、ヤクルト工場を見学しに行きまし



27 
 

た。アオザイを着たスタッフのチョウさんが

出迎えてくれました。2006 年 6 月 26 日にで

きて国内だけでなくカンボジアなどにも輸出

していると言っていました。ヤクルトは日本

でお馴染なのでとても興味が湧きました。研

究と実験をたくさん重ねて体にいい菌見つけ

た白田さんは凄いと思った。ベトナムのヤク

ルトは日本から材料を輸入し、作り方も同じ

に作っていると聞き、もらったヤクルトを飲

んでみたら私は少し後味が違うかなと思った。

工場内見学では目にもとまらぬ速さでヤクル

トが作られていてそれを管理している従業員

の方は凄いなと思った。作った後の掃除もし

っかりとしていて衛生面も徹底していたので

安心して飲めるお腹に良い飲料だなと思いま

した。丁寧でわかりやすく発見が多い企業見

学でした。自分の学科とも相通ずるものがあ

り頑張ろうと思いました。 

 

３．観光 

３日目に行ったクチトンネルと６日目に行

ったハロン湾が印象的でした。クチトンネル

はベトナム戦跡で地下に都市を築き、全長２

５０㎞にも及ぶものでした。たった２０年間

で築きベトナムを支えたクチトンネルは、ベ

トナム人の細身に合わせた小さい入り口やト

ンネル、蟻塚に似せた換気口、葉を被せた落

とし穴など沢山の当時の知恵を視て感じ、体

感することが出来ました。発想力と行動力、

集中力がすごいなと思ったので見習いたいと

思います。とても学ぶことが多くそして体感

することが出来たので、とても楽しかったで

す。６日目のハロン湾は初めてのクルーズで

ワクワクしました。乗ってみると意外と揺れ

て驚きました。有名なメンドリ・オンドリの

岩を見られてよかったです。クルーズ船で向

かった鍾乳洞は日本と違い山の上にあったた

め階段を上りましたが意外と急で疲れてしま

いました。ですがいざ鍾乳洞の中に入ってみ

ると疲れが吹き飛ぶほどに綺麗で、美しかっ

たです。初めて鍾乳洞を見学しましたがライ

トアップされていて芸術の域でした。晴天に

恵まれ青く綺麗な青空とハロン湾、そして鍾

乳洞を見られてよかったです。また行きたい

と思いました。 

 

４．感想 

今回の海外研修は、海外は初めてだし初対

面の方々ばかりだったので緊張でやっていけ

るか不安でした。ですが学科の話をしたり今

回の研修に参加した目的など他愛ない話をし

ていたらたくさんの方々と仲良くなることが

出来ました。また、研修に参加した方だけで

なくベトナムの大学に通っている方やガイド

の方など沢山の方と触れ合うことが出来まし

た。そして、物の捉え方、価値観、考え方な

ど沢山の方面から捉えるということを学びま

した。自分では捉えられなかった所を教えて

いただき、逆に私が捉えて相手が捉えられて

いなかった所など意見の交換もできました。

まさに十人十色！先生が言っていた「なぜベ

トナムなのか」という問い、私は発展途上で

日本との交流があり、これからもっと世界的

に拡大するあろうベトナムだからこそ学ぶこ

とがあり、そして日本との比較、改善点など

が見つけられるからではないかと思いました。

今回の研修ではたくさんのことを感じられ考

え、学ぶことが出来ました。 

支えてくださった先生方、航空会社の方々、

そしてガイドの方々、ありがとうございまし

た。２２人で参加できてよかったです本当に

楽しく学ぶことが多い海外研修でした。  

シン カム オン！ 

 

海外研修に参加して 

石川県立工業高等学校 

デザイン科 ３年 生徒 

１．学校見学 

 私達は今回の研修で、日本と関係の深い２

つの大学を訪問しました。その一つである

Vietnam - Japan Human Resources Cooperation 

Center では、日本語を専攻するベトナムの大

学生と交流を行いました。私がお話をした方
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は２年生で、彼女の使う日本語がとても丁寧

だったことに感心しました。竹とんぼを紹介

したときは興味津々で、みんな夢中になって

飛ばしていました。 

 彼女に日本についての印象を聞くと、新聞

で東日本大震災の記事を見て感動したとい

う話をしてくれました。あれほど大きな災害

だったにも関わらず、日本人は落ち着いて、

思いやりに溢れる行動をとったことが本当

に素晴らしいと、そして彼女は日本人の平穏

で温和な性格が大好きだと言ってくれまし

た。海外からの日本に対する声を生で聞き、

私は日本人としての誇りを感じました。 

 楽しい交流の時間はあっという間に過ぎ、

次は彼女が留学生として日本に来た時に、私

が地元を案内する約束をしてから、お別れし

ました。短くも充実した時間でした。 

 

２．企業見学 

 企業見学では、日系企業「ヤクルト」のベ

トナム工場を訪問しました。ここではヤクル

トの誕生からその歴史、現在の取り組みに至

るまでとても詳しく説明していただき、実際

に生産ラインも見学しました。 

 日本人である工場長の岩男さんのお話から

は感銘を受けました。私たち日本人がこれか

ら海外で働く上で必要とされる力とは何なの

か。英語力、高度な技術力、それだけでは足

りません。職人気質を持ち、日本で学んだこ

とを活かして自ら考え対処する力が大切だと

いうことを再認識しました。実際、工場内に

は機械を何度も念入りに掃除している現地ス

タッフの姿があり、世界一だと言われる日本

のメンテナンス技術が確かに伝えられている

ように感じました。 

 

３．戦争の爪痕 

 今から約４０年前に、当時超大国アメリカ

の撤退をもって終結したベトナム戦跡である

クチトンネルを訪れました。私達を迎えてく

れたのは現地ガイドさんと、実際に戦争を経

験したかつてのベトナム兵でした。利き腕だ

ったであろう彼の右腕は激しい戦火により肩

から先が失われていました。２０年の歳月を

かけ手作業で掘ったという総延長２５０㎞の

地下トンネルに入り、長い戦いの間に幾度も

作戦会議が開かれた場所、何人もの米兵を捕

らえた落とし穴、負傷した兵士の手術を行っ

ていた場所等を目の当たりにしました。国を

挙げての総力戦だったことから犠牲者の数も

計り知れなかったことを知り、戦争の熾烈さ

や残酷さを痛感しました。同時に、ベトナム

人の忍耐強さや不屈の精神も見ることができ

たと思います。 

 日本は今年で７２回目の終戦記念日を迎え、

その痕跡を見ることも少なくなりました。し

かし、ベトナムはまだ戦後４２年。無数の弾

痕が残ったままの建造物があったり、一部の

地域では枯葉剤の影響で子供を産むことが禁

じられている人々がいるのが現実です。今回

ベトナムで実際に戦跡を見て、肌で感じたこ

とは、これから先もずっと忘れずにいようと

思います。 

 

４．観光 

 研修中の８日間は天候に恵まれ、ベトナム

の観光も楽しみました。 

 ホーチミン市では、統一会堂や中央郵便局

を観光し、西洋建築の豪華絢爛な雰囲気に酔

いしれました。またハノイ市では、中国の支

配時代に建てられた文廟や一柱寺を訪れ、私

も手を合わせて来ました。中国植民地時代と

フランス植民地時代の２つの歴史を持つベト

ナムでは、当時の支配の影響を色濃く反映し

た建築様式や文化が数多く見られました。ま

たその中でベトナム独自に発展し生まれた文

化はとても素晴らしいと思いました。水上人

形劇の斬新で圧巻なパフォーマンスには驚か

されましたし、伝統工芸品バッチャン焼きの

絵付けも貴重な体験でした。 

 他にも、B&S プログラムで体を動かし姉妹

兄弟のように遊んだことや、鍾乳洞で見た言

葉を失うほどの幻想的な光景、美味しいベト

ナム料理と宙を舞ったご飯、移動中のバスか
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らの眺め、現地で体験したもの全てが、大切

な思い出になりました。 

 
ベトナムのイオンモールにて 

 
ティエンクン鍾乳洞 

 

５．感想 

 研修に引率してくださった先生方や添乗員

さん、研修先やバスの中でいろいろな話を聞

かせてくれたガイドさんや、私達を明るく迎

えてくれた現地の方々に、心から感謝してい

ます。私が学んだ多くのことは、実際にベト

ナムを訪れたからこそ得られたものです。こ

のレポートにまとめきれないほど沢山あるの

で、これから自分の力で周りに伝えていこう

と思います。伝えようと努力することの大切

さ、そして伝わった時の嬉しさも、現地の方

との交流を通して学んだことです。 

 今回、学年も学科も違う２２人の工業高校

生が全国から一堂に集い、ベトナムという地

で共に学び成長できたことは、私にとってと

ても貴重な体験でした。皆と過ごした１週間

は本当にあっという間でしたが、とても楽し

かったです。かけがえのない時間をありがと

うございました。 

 

ホーチミン市ガイドのチンさんと 

 

ベトナムと２２人の仲間に… 

シン カム オン！ 

福井県立武生工業高等学校 

   都市建築科 ２年 生徒 

１．大学訪問 

 ４日目 VJCC、５日目 HNIVC の 2 つの大学

を訪問しました。 

VJCC では、竹とんぼをしたり歌を歌った

りして学生との交流を深めました。私が出会

った大学生の方は４年生でした。今は、課題

研究で忙しいと言っていたので頑張って欲し

いと思いました。来年は日本に来ると言って

いたのでその時に再会できるのを楽しみにし

ています。HNIVC では、工業の事について学

んでいる学生が数十人いました。彼らは、歌

や演奏などで私達を出迎えてくれました。そ

こで聞いた男性二人の歌声のハモリはとても

綺麗で鳥肌が立ちました。 

また、日本代表として２人の生徒が「世界

に一つだけの花」を歌っている姿はとても勇

敢だと思いました。今回であった大学生の方

達と将来お仕事が出来たらなと思いました。 

 

２．企業訪問 

 ３日目にヤクルト工場を訪問しました。 

ヤクルトは日本だけの商品だと思っていた

ので海外にも進出していて驚きました。また、

工場を訪問して製造業の作業を見ているうち

に少しその仕事に関心を持ちました。 

訪問先で出会った岩男さん。彼のデザイン
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したコースターは可愛かったです。 

 

３．観光 

 たくさんの場所を観光した中で私はハロン

湾が一番印象に残っています。 

辺り一面青色…。とにかく美しすぎました。 

クルーズ船で行った先にもっと素晴らしいも

のが待っているとは…。それは、鍾乳洞です。

もうそこは別世界。あまりの迫力に私は感動

しました。鍾乳洞はまだまだ世界にあると聞

いたので、行ける機会があれば行ってみたい

と思いました。 

 他にも、水上人形劇やクチトンネル、ホー

チミンやハノイの市内見学など１つ１つ見る

ものが初めてで物凄く楽しかったです。 

 

４．感想 

 ここだけの話３万円で海外いけるという話

はこの研修だけだと思います。私は、とにか

く海外に行きたい。そしてこの研修でたくさ

んの友達を作りたいという思いだけで今回の

研修に参加しました。研修が始まって最初の

ころはカチカチだったけど、日をみんなで過

ごすにつれ打ち解けあうことができたのでは

ないかと思いました。全国から集まって来て

いるのでみんな方言があったりして面白かっ

たです。「バルバスバウ」という仲間たちもで

きて研修が終わった今も話したりしているの

でとても楽しいです。 

この研修が始まるとき、団長さんが「なぜ

ベトナムなのか」とおっしゃっていました。

私なりに考えてみた結果、ベトナムはこれか

ら発展する国であるというのはもちろん、物

価が安く、治安はそこまで悪くもなく、昔か

らの長い付き合いがあるからだと考えました。

また、この研修で出会った仲間とは、大人に

なってもつながっていたいと思いました。ベ

トナムで出会ったチンさんやトンさん。お店

の店員さん私が出会った人たちは、皆笑顔が

素敵で面白くて親切な方ばかりだったと感じ

ました。何より実感したのは、笑顔は世界の

共通言語であるということでした。 

１週間という短い期間だったけれどこんな

私と仲良くしてくれてシン カム オン！い

つか、みんなと再会出来る日を楽しみにして

います(^^) 

先生方１週間支えていただきありがとうご

ざいました。 

 

 

出会った仲間たちとの写真 

 

チンさんトンさん最高の笑顔 
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ベトナムでの研修を終えて 

静岡県立科学技術高等学校 

ロボット工学科 ２年 生徒 

１．学校見学 

 ハノイにある工業職業訓練短期大学を訪れ

ました。大学生の皆さんは夏休み中とのこと

でしたが、たくさんの人に集まっていただき、

交流会にて歌を歌ったり楽器を演奏するなど

して歓迎してくれました。その後は共にベト

ナムの遊びをするなどして交流を深めたり、

大学を見て回ったりしました。この大学では

安全についてとても力を入れた教育をしてい

ました。海外では日本にくらべあまり安全性

を考えていないという勝手な思い込みが自分

にはあったので、このことには驚きました。

また、現地の大学生は全員とても活発で積極

的だったので交流はとても楽しかったです。 

 

現地学生との交流 

 

２．企業見学 

 日系企業であり全国で活躍しているヤクル

トの、ホーチミンにある工場を訪問しました。 

この工場では全員で６０人働いていて、その

内日本人は２人いるそうです。この工場では

ベトナムと隣のカンボジアの分をつくってい

るらしく機械によってすごい早さでヤクルト

が作られていました。全国のヤクルトでは日

本の住友が作った機械を使っているそうです。 

人数が少ない分機械の負担が大きいと考える

とこの機械の重要性が感じられました。ヤク

ルトでは海外の工場での、日本人の扱いにつ

いて聞くことができました。ベトナムに限ら

ず海外で日本人は、高い技術をもっていると

思われており頼られることが多いそうです。

もし海外で働くことになっても困らないよう

に技術を磨いていきたいです。 

 

３．観光 

 日本を出てまずはホーチミンを訪れました。

ホーチミンは後に訪れたハノイよりも、クラ

クションがやたら多かったり、夜になると道

に人が集まってきて騒いでいたりして賑やか

な印象を持ちました。３日目にホーチミンか

ら２時間ほどかけてクチトンネルへ行きまし

た。クチトンネルではベトナム戦争で基地と

して使われていたトンネルやトラップなどを

みました。観光用ではなく実際に使われてい

たトンネルで、そのトンネルにはいると、中

はとても狭く屈んでも頭を打ちそうになるほ

どでした。こんなに狭くしたのは、万が一こ

のトンネルがアメリカ人に見つかっても入ら

れないようにするためだそうです。これはベ

トナム人がアメリカ人より背が小さいことを

生かした工夫です。ほかにもベトナム人は空

気穴を犬に発見されないための工夫や、落と

し穴にかかるようにする工夫など、たくさん

の工夫をしていました。 

 

クチトンネルの落とし穴 

 

また、途中で解説をしてくれたガイドさん

は、戦争で負傷して片腕がありませんでした。

日本であればそのことに触れ戦争の悲惨さな

どを教えてくれると思うのですが、そのガイ
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ドさんは戦線やトンネルの解説をしてすぐに

帰ってしまいました。こういうところでも日

本との違いを感じました。 

 その後、ホーチミンからハノイへ向かいま

した。ハノイでは４時間かけてハロン湾へ行

きました。ハロン湾は波がほとんどなく快適

なクルーズをしました。船に乗っていると小

舟が並走してきて、窓から果物を売ってきた

り、船の中で海産物を売ったりしていて驚き

ました。そこで売っていた、見るのも初めて

なカブトガニを食べた話は、帰ってから話し

たところまわりのウケがよく、なぜかひとつ

自慢になりました。その後、見学した鍾乳洞

は神秘的でとても綺麗でした。 

 

４．感想 

 今回の研修では、初めての海外ということ

もありびっくりするほど沢山の驚きがありま

した。言語はもちろん、料理の味や道路事情

など違いもたくさん感じ、価値観が変わった

気がします。この研修の目的のひとつだった

国際的な感性は身につけられたと思います。

また、英語だけでのコミュニケーションや、

現地の人に質問しながらの買い物、２０万ド

ンの財布を値切ったことなど、新しい挑戦が

出来ました。これらは将来の自信につながる

と思います。そして、全国に同じ工業を学ぶ

友人ができたこともとても素晴らしく感じま

す。今回の研修に参加できて本当に良かった

です。得たことを活かしてこれからも頑張っ

ていこうと思います。 

 研修への参加を勧めてくださった高校の先

生方、お世話になった引率の先生方、このよ

うな機会を与えてくれた皆さん、本当にあり

がとうございました。 

 

ベトナム海外研修 

愛知県立名南工業高等学校 

化学工業科 ２年 生徒 

１．学校見学 

 ハノイにある HNIVC という短期大学で現

地の学生と交流会をしました。学生の方は夏

休み中にも関わらず僕たちを大歓迎してくれ

ました。最初はどのように交流すればいいの

かわかりませんでしたが、スマートフォンの

翻訳機能やジェスチャーを使ったら不自由な

くコミュニケーションがとれました。 

 文化交流では、僕たちが日本から持参した

竹とんぼで遊びました。最初は竹とんぼを知

っている僕たちでさえ飛ばすことが難しかっ

たのですが、身振り手振りで教えると飛ばす

ことができました。現地の学生の人たちが楽

しそうにしているのがとても嬉しかったです。 

 

２．ヤクルト工場見学 

 ベトナムのヤクルト工場は２００６年に作

られたばかりで従業員は６０人で日本の大企

業にしては少なく感じました。この工場では

ラインが一つしかなく、壊れたら直すまで生

産はストップしてしまいます。なので、日本

でも行っている５Ｓ（整理・整頓・清掃・清

潔・躾）という活動を徹底しているそうです。

ここで作っているヤクルトを飲ませてもらい

ましたが、日本のヤクルトに比べたら心なし

か少し甘く感じました。とても美味しかった

です。 

 

9950本のヤクルト 

 

３．ベトナムの交通事情 

 ベトナム観光を始めてまず思ったことは、

バイクがとても多い事です。バイクがとても

多い事は聞いていたのですが、車とバイクの

割合が２：８でバイクが予想以上に多かった

です。インフラはまだ追いついてなく、どこ
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へ行ってもクラクションの音がひっきりなし

に鳴っていました。ですが、この一週間交通

事故を１度も見ませんでした。愛知県の人は

この運転技術を見習うべきだと思いました。

道路を歩いて横断するときは、バイクや車が

来ないのを待っていたら日が暮れてしまうの

で、バイクや車が来ていても渡ります。その

ときにゆっくり歩いて渡ります。走ってしま

うと、バイクや車もよけきれません。実際に

渡った時は轢かれるんじゃないかと思ってと

ても怖かったです。 

 

４．感想 

 今回の海外研修は僕にとって初めての海外

でした。さらに団員の仲間も全国の様々な場

所から集まって来ているので最初の方はとて

も不安でした。ですが、色々な話題で話し合

ったり、一緒に研修をしたりしていくにつれ

不安よりも楽しみの方が大きくなっていきま

した。この２１人の仲間のおかげで研修がよ

り一層楽しく、思い出となることができまし

た。この海外研修は僕の一生の思い出です。 

 

ハロン湾でのクルージング 

 

日本を出て 

三重県立桑名工業高等学校 

機械科 ２年 生徒 

１．ホーチミン観光 

 ベトナムに到着してから、３日間滞在しま

した。まずホーチミンに着いて自分が思った

ことが、行く前に想像していたよりも暑くな

くて、驚きました。空港を出てからはベトナ

ム特有の臭さがして、到着してからすぐに文

化の違いを感じました。移動中もバイクとク

ラクションの多さに驚きっぱなしでした。 

１日目に訪れた「水上人形劇」は言葉では

上手く説明できない不思議なものでした。 

言葉は分からないけれど、オチが理解できた

話も、いくつかあったので面白かったです。 

２日目に訪れた「クチトンネル」では、昔

ベトナムとアメリカが戦争中だったときの強

い意思を感じることができました。 

 

水上人形劇 

 

２．ハノイ観光 

 ハノイでは、ベトナムの人とイオンモール

に買い物に出かけたが、ベトナムのゲームセ

ンターは、遊ぶときに現金を支払うのではな

く、カードにチャージをしてそのカードを使

って遊ぶことにとても驚いた。 

 ６日目に訪れたハロン湾はベトナムで１番

行きたかった場所だったのでとても楽しみで

した。ハロン湾クルーズでは動いている船に

横から違う船が近づいてくるという珍しい光

景を見ることが出来ました。クルージングに

食べたお昼ご飯では、カブトガニを食べるこ

とが出来ました。 

 

３．企業見学 

 企業見学では、ヤクルトのベトナム工場を

見学しました。工場内の社員の方達は日本の

食品工場の方と同じ様な恰好をしていて、ベ

トナムでも日本品質が伝わり守られているの

だと思いました。工場に自分が通っている高
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校にある機械と似ている機械があり驚きまし

た。工場内見学が終わってから会議室で工場

長さんのお話を聞きました。お話を聞いた中

で印象に残ったのが、日本から外国に行くと

きには、技術だけではなく、機械を丁寧に扱

うなどの当たり前のことを当たり前にするよ

うな、日本人の持つ職人魂を持って行くこと

が大事というお話で、実際に経験しないと分

からない事だなと思いました。 

 

４．学校見学 

 初めて訪れた大学はホーチミンの、「貿易大

学」で日本に興味を持っている大学生が多く

いるそうで、実際にベトナム学生と交流した

人たちは、みんな日本語がとても上手でした。

中には日本語を勉強しはじめて、まだ数年し

かたってない人もいました。 

 ハノイで訪れた大学は「ハノイ工業職業訓

練短期大学」で、ここはいろいろな国から出

資をしてもらいさまざまな設備があった。設

備の中にはＮＣ旋盤などの工業高校にある

ものもあったので、日本の工業生とあまり学

んでいることは変わらないと思いました。た

だ、日本だと就職してから言われる「５Ｓ」

を学ぶところや、求人票が大きな看板に張り

出されるところは日本とは大きく異なると思

った。 

 

５．感想 

 今回の研修は初めての土地、はじめまして

の人たちというはじめてばかりで、自分にと

って研修前はとても不安でした。でも実際に

言ってみると食べ物もおいしくとても楽しか

ったです。ベトナムの人たちは大学生も屋台

やお店を開いている人もみんな優しかったで

す。ベトナムでの買い物は、はじめは値段が

よく分からなくて戸惑いました。でも値段が

分かるようになってくると、値切りの交渉を

したりして、買い物も楽しかったです。 

 全国から集まって過ごしたベトナムでの１

週間はとても楽しかったです。みんなとても

優しく、今までで１番短い１週間でした。 

 今回の研修で学んだことは、自分が生きて

いく中でもう学ぶことができないことばかり

でした。この貴重な体験を今後の自分の人生

設計に役立てていきたいです。 

最後に、今回の研修を助けてくれた人、一

緒に研修に行ってくれたメンバーの人達、み

なさん、ありがとうございました。 

 

ハロン湾クルージング 

 

海外研修中の世界 

大阪市立西高等学校 

情報科学科 ２年 生徒 

私は、この海外研修で経験したことはとて

も貴重なものだと思っています。様々なプロ

グラムでたくさんのことを学ぶことができま

した。 

ベトナムの学校を訪問した際に気づいたこ

とは、ベトナムの校舎は日本の校舎と大きな

変わりはないということです。 

受け入れてくれた学校の先生や、生徒の皆

さんは日本が好きな人が多く、将来は貿易関

係や日本とベトナム間の通訳者になりたい人

などがいて良い刺激をもらうことができまし

た。 

ベトナムにある日系企業のヤクルト工場を

訪問した際に気づいたことは、ベトナムに比

べて日本は点検を徹底しているという事です。

日本の技術者は工場の掃除をすると同時に機

械の点検を行い不備がないかを確認します。

ベトナムにはその習慣がないという話を聞い

てなるほどと思いました。 

ベトナムでの観光は主に歴史的な物や、世
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界遺産のハロン湾が印象に残っています。 

歴史的な物の中でも特に訪問して感動した

場所は、クチトンネルです。クチトンネルで

は、ベトナム戦争の時の悲惨な現実やクチト

ンネルの深さ、戦争に勝つための様々な工夫

などを知ることができました。 

 
クチトンネル 

 

ハロン湾 

 

私は、この海外研修での一番の収穫は、一

期一会の大切さを知ることができたことだと

思っています。これからも、様々なことに積

極的に参加していこうと思います。 

 

海外研修で学んだこと 

大阪府立今宮工科高等学校 

工学科 ２年 生徒 

１．学校見学 

 学校見学では日本ではあまり経験すること

のできない海外学生との交流を体験すること

ができました。ぼくは人見知りだったので、

楽しく交流できる自信がありませんでした。

ですが、言葉での会話は難しかったけれど身

体を使ったジェスチャーやお互いの国の文化

の少しの知識だけで話が膨らみお互いにとっ

てもとても楽しい会話になり、価値のあるい

い経験になったと思います。日本からは竹と

んぼをお土産として持っていき、ベトナムの

学生には歌や楽器の演奏でおもてなししてい

ただきました。それらはとてもうまく僕たち

日本の学生のために必死に練習してきたのが

しっかり伝わりました。僕はこの学校見学で

交流の楽しさと大切さを知ることができまし

た。 

 

 

２．企業見学 

 僕たちは企業見学にヤクルト工場に行きま

した。僕がヤクルトのことで知っていたこと

は、おいしいということだけでした。 

 

 

ですが、ヤクルトはいろんな知識と工夫で

できているものだと知りました。ヤクルトは
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おいしいだけではなく、人間の身体に必要な

栄養をしっかりとれる革命的な飲み物だとい

うことを、図を使って、通訳さんが丁寧に教

えてくださいました。とてもためになった企

業見学でした。 

 

３．ハロン湾クルーズ 

 僕がベトナムで一番思い出に残っているの

はハロン湾クルーズです。日本では決して見

ることのできないベトナムならではの透明で

きれいな海や、鮮やかな緑で染まった山を、

テレビの画面ではなく実際に自分の目で見る

ことができました。船の食事ではいままで見

たこともなかったカブトガニを食べることが

できました。とても不思議な味だったけれど

高級食材と聞いていたので完食することがで

きました。 

 

 

４．感想 

 今回海外研修で学び、楽しんだことは他に

もたくさんあります。どれも僕がこれから生

きていくうえで大切なことでありためになっ

たことは間違いありません。このような体験

をさせてくれた関係者の皆さんや学校の先生、

家族にはとても感謝しています。本当にあり

がとうございました。 

 

 

 

ベトナム研修に参加して 

奈良県立奈良朱雀高等学校 

機械工学科 ３年 生徒 

１．学校見学 

 ホーチミンとハノイで２か所の大学を訪問

しました。ホーチミンの大学では、現地の大

学生の日本語がとても上手で驚きました。ま

た、フレンドリーで話しやすくたくさんのコ

ミュニケーションをとることができました。

一緒にベトナムの民謡を歌うときは、発音の

仕方からリズムまで細かく教えていただき、

みんなで楽しい時間を過ごすことができまし

た。ハノイの大学では、現地の大学生の方が

歌で歓迎してくださり、すぐに打ち解けるこ

とができました。 

施設見学ではヘルメットや安全靴の強度を

試す機械があり、とても「安全」に対し気を

配られていることがわかりました。私の学校

でも普段から安全作業について指導されてい

ますが、より一層「安全」に対する意識が高

まりました。 

これまで私は「将来海外で働いてみたい」

と漠然と考えていましたが、「日本で働くため

には日本語が話せるようになる」という具体

的な目標を持ち準備をされている大学生に接

したことで、自分の甘さを思い知ることがで

きました。 

 

ヘルメットの強度を試しているところ 

 

２．企業見学 

ホーチミン市にあるヤクルト工場を訪問し
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ました。ベトナム戦争の影響もあり、国民の

平均年齢は２８歳で、ここで働いている従業

員の方の平均年齢も同じです。日本と比べる

と非常に若いことがわかりました。従業員数

は６０人（うち２名が日本人）で少人数でし

た。女性は全体の３０％で、結婚しても仕事

を辞める人は少ないそうです。また、国際規

格の取得にも力を入れておられ、ISO22000（

食品安全）・ISO14001（環境）・OHSAS18001

（労働安全）を取得されていました。これら

の規格の取得のためには、やはり日頃からの

全社的努力は欠かせないということでした。

ベトナムにおいても、グローバル化が進んで

いることを肌で感じることができました。 

 

３．観光 

たくさんの場所を観光しましたが、その中

でも特に印象に残っているのは、クチトンネ

ルとハロン湾クルーズです。 

クチトンネルとはベトナム戦争のときにク

チ（地名）の地下に掘られたトンネルのこと

で、南ベトナム解放民族戦線によるゲリラ戦

の有力な拠点だったとされています。トンネ

ルは大柄なアメリカ人が入ってこられないよ

うに小柄なベトナム人に合わせて狭くなって

いたため、ずっとしゃがんだ状態で進みまし

た。湿度が高いうえに息苦しく、また暗闇が

続いていたため、前の人に付いて行かないと

迷いそうでした。また、落とし穴などもあり

少し怖かったです。当時のベトナムの人々は、

過酷な環境の中で、自分の村、そして国を守

るためにどれだけ大変な思いをしていたのか

がよくわかりました。少しでもベトナム戦争

の歴史に触れることができてよかったです。 

ハロン湾は世界自然遺産に登録されている

ということもあり、私たちも含めいろいろな

国の観光客で混雑していました。天気も良く、

クルーズ船からはニワトリ岩と呼ばれる独特

の岩など、他では見ることのできない景色を

楽しむことができました。海上では食材や日

用品、お土産などを売っている小舟が来て、

中でも私が驚いたのは日本では天然記念物に

指定されているカブトガニを食用として売っ

ていたことです。それを引率の方が購入され、

その場で調理したものをみんなで食べました。

その後、島の中にある鍾乳洞に行きました。

中は涼しいのかなと思っていましたが実際は

湿度が高く蒸し暑かったです。それでもライ

トアップされた光景はとても幻想的でした。 

 

思いのほか狭いクチトンネル 

 

向こうまで良く見えたハロン湾 

 

４．感想 

現地日系企業の見学では、技術交流で実際

に機械に触れたり、現地の工場の方から機械

の説明などを聞けると思っていたのですが、

製造工程の見学のみで、私が思っていたのと

は違い少し残念でした。ハノイ工業職業訓練

短期大学の見学では、旋盤やフライス盤など

の機械を見せていただきましたが、学校の実

習で私が使っている機械と比べると少し古い

ように感じました。 

私たちが訪問した首都ハノイはベトナムの

北部に位置し、ホーチミンは南部に位置する

大都市でした。それぞれ、イオンモールなど

の大型店舗や､日本で目にする有名ブランド
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の店なども多数あり、日本の街並みとあまり

変わりませんでした。私はベトナムという国

は､町のあちこちに戦争の爪痕が今も残って

いると思っていたので意外でした。 

今回の研修は私にとって初めての海外とい

うことで、料理、気候、また初めて会う人た

ちとの団体行動など不安もありましたが、心

配したようなこともなくとても充実した日々

でした。この８日間の体験が私にとって、こ

の先どう活きてくるのか楽しみです。貴重な

体験をさせていただき本当にありがとうござ

いました。 

 

Xin cảm ơn 

岡山県立岡山工業高等学校 

機械科 ２年 生徒 

１．School tour 

 私たちは、この研修で様々な場所を訪問し

ました。学校訪問は、現地の学生と交流でき

る数少ない場面だったのでとても楽しみにし

ながらも、とても緊張していました。きちん

とコミュニケーションをとることができるの

か、仲良くなれるのか、不安と期待に胸を膨

らませ学校へと向かいました。まず７月２５

日、ベトナムについて３日目に VJCC（ベト

ナム日本人材協力センター）、４日目に

HNIVC（ハノイ工業職業訓練短期大学）を訪

問しました。 

VJCC では、いろいろな大学の日本語が好

きな方、学んでいる方が私たちの為に集まっ

てくださり、交流してくださいました。私達

からのお土産として持って行った竹とんぼは、

想像以上に喜んでくださり、みんな夢中で飛

ばし、盛り上がりました。そのあと、ベトナ

ムの南部民謡を教えてもらい、一緒に歌いま

した。覚えるのは難しかったけれど、熱心に

教えてくださり、その後テーブルごとに立っ

て歌う際には、紙を見なくても歌えるくらい

になりました。学生の皆さんとの思い出深い

その曲は日本に帰国した今でもふいに口ずさ

んでしまうくらい胸に残っています。 

HNIVC では、交流パーティーをしていただ

き、お土産をもらったり歌を歌ってくださっ

たり、ゲームをしたり…。歓迎してくださっ

ているのが分かり、とてもうれしかったです。

皆さんフレンドリーな方ばかりで、緊張して

いる私たちに近づいてきて、写真を撮ろう、

と声をかけてくださったりお菓子・果物の食

べ方を教えてくださったり、学校施設の見学

にも付き添ってくださったり、ほんとによく

してくださいました。また、VJCC の学生さ

んたちとは違い、日本語を特別に勉強してい

る方々ではないので、英語でコミュニケーシ

ョンをとる必要があり、英語で外国の方々と

交流したいと思っていた私としては、とても

楽しく貴重な体験となりました。また、職業

訓練学校ということで、旋盤など機械科の私

にはなじみ深い設備などがあり、親近感を抱

きました。 

 

VJCCで現地の学生さんと 

 

２．Company tour 

企業見学では、７月２４日、ベトナムにつ

いて２日目に日系企業であるヤクルトの工場

を見学させていただきました。ベトナム現地

の社員であるチョウさん、日本人の社員であ

る岩男さんに会社概要、胃腸・ヤクルトにつ

いて、工場について説明していただきました。

私は、将来海外で仕事をしながら生活をした

いと考えているので、岩男さんのお話は大変

貴重で参考になりました。 
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会社の説明をしてくださるチョウさん 

 

３．Sightseeing 

１週間という短い期間でしたが、様々な場

所を観光させていただきました。その中でも

一番心に残っているのがハロン湾クルーズで

す。船からの景色は、やはり日本の海とは全

く違い、海外なのだと実感がわくような危険

なにおいがする海でした。船も開放的で、そ

んな中食事をとるのはとても気分が高揚しま

した。さらに小舟が近づいてきて、シャコや

カニ・貝・カブトガニを売りに来たときは、

日本ではなかなかできない体験になぜか胸が

どきどきとしたくらいです。その後の人生初

の鍾乳洞はとても美しく感動しました。船の

上で売り子のおばさんに安く売っていただい

た数珠は、毎日つけています。 

 

ハロン湾クルーズ 

 

４．感想 

今回、私がこの研修に参加を志願した理由

はいろいろありますが、正直３万円で１週間

の海外研修に参加できる機会なんて滅多にな

いから、というのもありました。私がいくら

海外研修に参加したい、留学してみたい、と

意欲をもっていても金銭的な面はどうにもで

きません。でも旅行などではなく、学習とし

て海外に行きたいという思いや海外で暮らし

たい、英語や外国語を学びたいという思いは

強く、将来の進路等、どうしようと悩んでい

たところ、この話を聞き、両親に話をして、

許してくれ、参加を志願するにいたりました。

この海外研修は、学校見学・企業見学はもち

ろんのこと、観光もたくさんあり、観光を通

し、ベトナムの歴史・ベトナムの人々・ベト

ナムの人々の暮らし・食生活にも触れ、学ぶ

ことができました。１週間という期間ではお

さまりきらないくらいの知識や、２１人の仲

間たちや現地のガイドさん・先生方・添乗員

の岩崎さんたちとつくったたくさんの思い出、

実りありすぎる１週間になりました。私がこ

の研修に参加するにあたり、ご協力ご支援し

てくださった方々、両親、先生方、現地の人々、

また、研修の日々を共に過ごしたくさんの思

い出をくれた仲間たちに感謝し、この２０１

７年の夏の１週間が私の将来にいきる様に２

学期からの学校生活・私生活、真摯な気持ち

で取り組んでいきたいと思います。 

 

未来への第一歩 

山口県立下関中央工業高等学校 

機械・造船科 ３年 生徒 

１．VJCC と HNIVC へ 

 私は、今回の海外研修でベトナムに行くに

当たって「外国の人とのコミュニケーション」

の取り方を学びたいと思っていました。その

為、この１週間の中で特に力を入れて取り組

んだのが、この VJCC(ベトナム日本人材協力

センター)と HNIVC(ハノイ工業職業訓練短

期大学)で行われた交流会です。 

 VJCC では、現地の大学生の方と１対１で

話をすることになりました。困った事に、私

はベトナム語は分からず、相手の方も日本語

が分からないため、結果的に英語で会話をす
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ることになりました。何とかメモとジェスチ

ャーを駆使して、意思の疎通ができたのでは

ないかと思います。 

 その後、建物の外で日本の竹とんぼで遊び

ました。ベトナムの学生さんも、竹とんぼを

かなり気に入っていました。 

 HNIVC では、私達の為に素敵な交流会を開

いてくださいました。ベトナムの歌やギター

の演奏など、とても恰好良かったです。 

 次に、私達も何か日本の紹介をしようとい

う事で「世界に一つだけの花」を歌うことに

なりました。突然だったため緊張しましたが、

とても良い思い出になりました。 

 

HNIVCの学生さんによる演奏 

 

２．ベトナムのヤクルト 

 私達は、日系企業である「ヤクルト」の工

場を見学しました。中でも、工場長・岩男様

からのお話はとても現実的で、これからの進

路に関わる大事なものでした。物凄いスピー

ドでグローバル化が進んでいる現在、「世界が

日本を必要としているのは何故か」。これを知

るべきだと教えていただいた気がします。 

 

３．ハロン湾 

 観光も勉強。とは言いますが、私達にとっ

ては嬉しいイベントもたくさんありました。 

 ハロン湾はユネスコの世界自然遺産にも登

録され、降龍(ハロン)という名前の通り、龍

に纏わる伝説があります。私達はその湾をク

ルーズし、ティンクェン鍾乳洞の迫力ある鍾

乳石を見学しました。 

 

龍の形に見える…気がする鍾乳洞 

 

４．ベトナム研修を終えて 

 今回の海外研修は、自分の考え方を大きく

変えるものでした。日本とは違う言語、匂い、

味、国の歴史からお国柄までもが違っていて、

日本では感じることの出来ないベトナムの空

気を、全身で感じることが出来ました。 

 この海外研修の結団式で、初めに引率の小

笠原先生が仰った「何故ベトナムなのか」が、

今では何となく分かる気がします。現在、ベ

トナムは急成長をしている発展途上国です。

国民の平均年齢が２８歳という若い人材。豊

かな資源。手先が器用で勤勉な人が多いお国

柄。これからベトナムは、益々の発展を遂げ

ていくと思われます。 

 しかし、実際に国の中を覗いてみれば、貧

富の差や農業の未発達。問題がまだまだ山積

していると感じます。 

 私は造船の職業に就きたいと思っています。

それは今でも変わりません。しかしこの研修

で、「日本の技術」を海外に伝えることができ

れば素敵だとも思いました。もう一度、しっ

かりと自分の将来を見つめ、社会に貢献でき

る人になれるよう、頑張ります。 

日本の企業と協力し、ベトナムでの地下鉄建設

を予定しています。 
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 また、このような素晴らしい研修会を設け

てくださった全国工業高校校長協会の皆様、

この海外研修に携わった全ての方々に、心か

ら感謝を。また、これから海外に第一歩を踏

み出す方々に、エールを。 

 

高校生海外研修に参加して 

 愛媛県立松山工業高等学校 

機械科 １年 生徒 

１．大学見学 

日本の大学と変わらない、充実した施設が

設けられてあり、工作機械は日本製のものが

多く見られました。また、事故対策として、

安全を学ぶための専用の実習室がありとても

驚きました。卒業後は、教授やエンジニア、

IT 系産業への就職が多いようです。訪問した

大学は今後、国際交流に力を入れ世界各国の

大学や企業と交流することを目指していると

いうことでした。大学生との交流では、ヴォ

ンさんとペアになりいろいろな話をしました。

ヴォンさんは日本の東京、奈良、大阪に行き

たいとのことで、たこ焼きや歌舞伎に興味が

あり日本のことをよく知っていました。また、

他の大学生も日本に憧れていて、日本語を喋

ることができる学生が多かったことには驚き

ました。私はあまりうまく英語をしゃべるこ

とができなかったので、しっかり英語を学ば

なければいけないことを痛感しました。しか

し、日本語を話すことができる学生もいたの

で一気に距離を縮めることができ、とても楽

しい時間を過ごすことができました。 

 
工業大学生 

２．企業見学 

７月２４日にヤクルト株式会社を見学しま

した。ヤクルトの会社は海外に広く進出して

いて、世界３８か国に展開していることに驚

きました。微生物研究の医学博士の代田 稔

（しろた みのる）さんが、1930 年、胃液や

胆汁の消化液にも負けず生きて腸に到達し、

悪い菌を退治する乳酸菌を発見して強化と培

養に成功し、それが後に[乳酸菌シロタ株]と

呼ばれるようになりました。美味しい乳酸菌

飲料として商品化をし、1935 年に乳酸菌飲料

「ヤクルト」の販売がスタートし今に至った

そうです。現地の会社員の方は、代田さんを

とても尊敬しているそうで、日本人として誇

りに思いました。また、１日に３万本近くを

製造ライン１本だけで製造していることに驚

きました。故障しないためには、毎日掃除を

行い機械の状態を細かく把握することが大切

ということでした。 

 

３．観光 

市内観光では、統一会堂、中央郵便局、市

場、市外観光では、ハロン湾 鍾乳洞、クチ

トンネルに行きました。クチトンネルは、ベ

トナム人の身長に合わせた低いトンネルで、

ベトナム戦争の時に、大柄のアメリカ人が入

れないように工夫されており、高さが１m、

幅約５０cmで、日本人の私でも通るのが大変

でした。総全長は約２５０kmもあり、戦争に

勝利した一つの要因とされています。 

私が特に記憶に残っているのが、ハロン湾

のクルージングと鍾乳洞です。 

 

ハロン湾 
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よく晴れて非常に暑かったですが、船からは

断崖絶壁の山々が並ぶ素晴らしい風景に感動

しました。 

鍾乳洞はライトアップされていてとてもき

れいでした。また、交通渋滞とバイクの数の

多さ、車間距離の短さに驚きました。 

 

４．その他 

 食事については、美味しい料理もありまし

たが、パクチーやココナッツ等の日本ではあ

まり口にしない独特なものもあり日本食の美

味しさを再認識しました。一番美味しいと感

じたのはフォーです。フォーは一緒に旅行し

た日本人の多くが気に入ったようで、みんな

美味しいと言って食べていました。 

 

フォー 

  

最近は大型ショッピングモールのイオンも

オープンしたので、B&Sの学生と食事やショ

ッピングを楽しみました。果物や野菜は見た

ことのないものが多く販売されてあり。面白

かったです。 

 ホー・チ・ミンさんのお墓に行きました。

ホー・チ・ミンさんはベトナム社会主義共和

国を成立させた人で地名にもなっています。

現地ガイドさんによると、きれいなミイラで

保存されていて、いつも混雑しているので、

数秒しか見られないそうです。時には３時間

待ちになることもあるそうです。 

 

５．感想 

今回の海外研修で、多くの貴重な体験をす

ることができました。このように日本中の工

業高校の生徒と交流することができる機会は

二度とないと思うので、多くの友達と学校の

ことや将来の夢などについて話をしました。

全国で頑張っている仲間と話をすることによ

って、自分も何事にも前向きに挑戦しなけれ

ばいけないことを学ぶことができました。 

私の将来の夢は、海外で航空整備士になる

ことです。今回このプログラムに参加した理

由は、この夢に少しでも近づくために国際的

な視野を身に付けたいと思ったからです。企

業見学では、日本の企業が現地で貢献してい

る場面を直接見ることができ、自分も何事に

も一生懸命取り組んで頑張れば夢は叶うこと

を学び、励まされました。 

歴史学習では戦争の悲惨さやベトナム人の

勇敢さを感じることができました。最近、私

たちの周囲でもいろいろな国の争いの話をよ

く耳にします。私を含めて日本人は、歴史の

勉強と世界の平和のために何をすべきかしっ

かり考えていかないといけないと思いました。 

最後に、全国の工業高校の友達と１週間近

く生活し、いろいろな体験や学習をすること

によって、自分をより成長させ、世界の広さ

と日本の良さを目と体で感じることができま

した。また、私の性格が少し積極的になって

きたと思います。今後はこの経験を生かして、

何事にも積極的にチャレンジをして自分の夢

の実現のために努力していきたいと思います。 

このような機会を与えてくださった方々に

感謝しております。ありがとうございました。 

 

海外研修を終えて 

熊本県立球磨工業高等学校 

建築科 ３年 生徒 

１．学校見学 

現地の２校の大学に訪問しました。 

まず、ホーチミンにある VJCC に行きまし

た。日本語学校だったので、現地の学生がと

ても日本語が上手でコミュニケーションをう

まくとることができました。ベトナムの南部
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民謡である Lỳ Cây Bông（リーカイボン）と

いう歌を教えてもらいました。ベトナム語の

発音が独特で難しかったのですが、教え方が

上手だったので、楽しく覚えられました。日

本からのお土産として竹とんぼを持って行き、

一緒に遊びました。とても喜んでもらえたの

で私も嬉しかったです。滞在時間が短くて、

もっと話しをしたいと思いました。 

次に、ハノイにある HNIVC という職業訓

練短期大学に行きました。パフォーマンスや

プレゼントなどで歓迎してくれました。竹を

地面にたたきながら、その上を通る遊びで盛

り上がりました。その後、実習棟の見学をし

ました。壁には５Ｓ活動（整理・整頓・清掃・

清潔・躾）の看板があちこちにありました。

また、機械は日本と同じものを使っているの

もありました。実際にネジなどのものづくり

をしているそうです。ベトナムも日本と同じ

く、５Ｓ活動や実習の内容など共通のことが

多く、実践を通したものづくり教育をされて

いて驚きました。日本と違うところは、日本

では就職してから学ぶようなことを学んでい

て、ヘルメットや安全靴の耐久性の実験や、

サイズと重さの異なる箱を持って、その重量

を当てるなどの楽しく学べる内容がありまし

た。より実践的な実習をされており、日本の

専門高校でも、技術的な学習ばかりでなく、

楽しくて実践に生かせるような実習をしても

いいかもしれないと思いました。 

 

ＨＮＩＶＣの学生 

 

２．企業見学 

日系企業のヤクルト工場に行きました。実

際にベトナムで売っているヤクルトを試飲さ

せていただきました。日本と味が変わらなか

ったので驚き、工場の人に聞いてみると、原

料は全て日本から持ってきているそうです。

さらに、工場にある機械も全て日本製のもの

をベトナムへ持ってきているそうです。わざ

わざ日本から輸入していることに驚きました。

工場長の岩男様に様々な話をしていただいた

中で、海外で働くことについて興味を持ちま

した。まず、英語を話せること、そして、日

本人の心（几帳面さ）です。それは、掃除が

こまめで丁寧なところや、間違いに敏感なと

ころなどです。それだけでなく、日本では当

たり前に行っていることを海外で実践すると、

多くの面で役に立つと思いました。日ごろか

ら、日本人らしい振る舞いを今のうちに究め

ようと思います。 

 

世界のヤクルト 

 

３．観光 

ハノイのハロン湾が一番印象に残っていま

す。世界遺産だけあってとても綺麗でした。

船の中で食事をしました。追加の注文でカブ

トガニを皆でいただきました。日本では食べ

られないものなので、いい経験になりました。

船の周りの海面には岩がたくさんあり、写真

では味わえない景色だと思いました。鍾乳洞

にも入りました。中に入ると思ったよりも広

く、とても神秘的でした。 

ベトナムの大学生と一緒にイオンに行きま

した。ベトナムにも日本と同じイオンがある

とは思いませんでした。大手ゼネコンの大林

組が建設したそうです。たくさんの日系企業
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が海外に進出して、頑張っているなと感じま

した。内部も日本のものと似ていました。ま

た、大学生に尋ねると、日本製のものに関心

があり、丈夫で長く使えると人気だというこ

とでした。しかし、日本製は高いので中国製

をよく買うそうです。高いけど品質が良いの

は日本製のいいところだと思います。 

 

４．感想 

この研修では、普通の旅行ではめったに感

じられないことがたくさんありました。現地

の学生との交流、ヤクルトの工場見学、観光

の他にも書ききれないくらいの思い出ができ

ました。朝から夕方までスケジュールがビッ

シリで、とても内容の濃い研修期間を過ごせ

たと思います。 

外に出ると噂通りバイクが多かったです。

ベトナムは発展途上国ですが、思っていたよ

りも栄えているように感じました。そして、

日本語が話せる人が多いことに驚きました。

また、ベトナムで自動車を購入するときの税

金が価格の２００％以上でかなり高いため、

自動車を買える人は少なく、バイクしか買え

ない人が多いそうです。また、農業に関して

も、農作物の価格が安いので、あまりお金に

ならないなど、いまだに貧富の差が激しいこ

とに驚きました。そこを改善していく必要が

あると感じました。 

この研修では、現在のベトナムの経済状況

や学校での生活、海外の日系企業で働く様子

も見ることができました。私がこれから働く

ことについての考えがより深くなり、今後の

目標実現に向けて、専門の建築や英語もそう

ですが、表現力や感受性などの私に足りない

部分を深めたいです。 

研修に行く前は、海外でもアジアは危険で

近代的なものがないイメージを持っていまし

た。しかし、実際は、気をつければそんなに

危険ではないし、都市の中心部になるとビル

がたくさんあり、現地の方と話をしてみると

積極的で日本人にはない魅力があると感じ、

アジアの人々に対する見方が変わりました。 

日本では学べないことが得られ、これから

の私にとってよい経験になりました。行く前

と帰国後、私の中で進学・就職に対する気持

ちや世界観などが変わったと思います。 

海外研修に参加でき、全国工業高等学校長

協会の方はじめ、各方面での関係者の皆さん

に心より感謝申し上げます。ありがとうござ

いました。 

 

女子全員集合！ 

 

ベトナム研修を通じて感じたこと 

長崎県立島原工業高等学校 

機械システム科 ２年 生徒 

１．ホーチミン市到着 

到着日は、さほど日が照っておらず過ごし

やすい気候でした。ホーチミン市に着いて目

に入ったのは、日本では考えられないほど多

いバイク、そして日本企業のオフィスでした。

ベトナムは、世界でも国民の平均年齢が若い

ほうなので、とても勢いがあるように感じま

した。 

 

ホーチミン市内を走るバイク 
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２．ホーチミン市内観光 

 ホーチミン到着後、市内観光として統一会

堂、中央郵便局、聖母マリア教会、人民委員

会庁舎、そして水上人形劇の観覧をしました。 

統一会堂は南ベトナムの旧大統領官邸だっ

た４階建ての建物です。建物内は赤と金を基

調とした装飾が施されており、元大統領の趣

味にまつわるものや、地下指令室などがあり

ました。 

中央郵便局は、外壁が黄色くとても可愛ら

しい建物でした。建物内の奥にはホー・チ・

ミンさんの大きな絵が飾られていました。 

聖母マリア教会は、絵本に出てきそうな、

レンガ造りの大きな建物でした。教会の中に

入ることはできなかったので入ってみたかっ

たです。 

人民委員会庁舎は、目の前にホー・チ・ミ

ンさんの像がありました。この建物はホーチ

ミン市人民委員会の本部として利用されてい

るそうです。 

水上人形劇の観覧は、水と人形、音楽が織

りなす人形劇で、人形たちの動きのリアルさ

は圧巻でした。 

 

３．現地日系企業見学 

 現地日系企業見学として、ホーチミンのヤ

クルト工場を見学させていただきました。ヤ

クルトの BOP 戦略をはじめ、ヤクルトの歴

史、ヤクルトの体内での働き、ヤクルトの生

産工程を学ばせていただきました。この工場

には、60 人の従業員がおられ、その中で日本

人の方は 2 人しかいらっしゃいませんでした。

しかし、日本人が当たり前だと考えているメ

ンテナンス前の掃除や５Ｓ、QC などを大切

にする日本の精神を、ベトナム人従業員の方

にも教育していることがわかりました。 

 

４．クチトンネル見学 

 クチトンネルは、ベトナム戦争中に対アメ

リカ軍用に作られた地下トンネル網です。中

には、作戦会議室や医療施設などがあり、実

際の入口はアメリカ軍兵が入れないようにと

ても小さいものでした。また、空気穴は虫穴

に似せ、周りにコショウやトウガラシを置く

ことで、軍兵や軍用犬に見つからないように

していたそうです。他にも、あらゆる所に落

とし穴を作り、軍兵を落として武器や食料を

奪っていたそうです。さまざまな工夫で戦っ

ていたことがわかりました。 

 

５．学校訪問 

 学校訪問では、VJCC でホーチミン市貿易

大学の学生の方と交流をしました。最初に自

己紹介を行い、雑談をした後に竹トンボで遊

び、最後にベトナムの民謡をいっしょに歌い

ました。大学生の皆さんはとても日本語が上

手だったので、会話する中で困ることはあり

ませんでした。竹トンボは、意外と飛ばすの

に苦戦しましたが喜んでくれました。最後に

ベトナムの民謡を歌いましたが、日本にはな

い発音ばかりでとても難しかったです。短い

時間でしたが、現地大学生の方と交流できた

ことはとても思い出になりました。 

 

６．歴史博物館見学 

 歴史博物館は、ベトナムの歴史、民族につ

いての展示物がたくさんありました。たくさ

んの紙幣やお墓、像などがありました。ベト

ナムは何度も侵略され、人の像の頭部がとら

れていたりしていました。また、昔のベトナ

ムの家が日本の合掌造りに似ていたことには

とても驚きました。 

 

７．ハノイ市到着 

 ハノイ市はベトナムの首都で、文化と政治

の中心になっているそうです。ホーチミン市

に比べハノイ市は少し穏やかな雰囲気でした。 

 

８．学校訪問 

 ハノイ市では、ハノイ工業職業訓練短期大

学を見学させていただきました。セレモニー

から始まり、学生の方の出し物などをして、

竹トンボで遊びました。竹トンボをプレゼン

トするととても喜んでくれました。そのあと、
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学内の施設を見せていただきました。学内の

設備には、自動車整備、安全教育室や NC 工

作機械、旋盤などのさまざまな設備がありま

した。日本とのつながりとして、旋盤や検定

を学ぶために、ベトナムの学生や先生を日本

へ派遣させるそうです。 

 

ベトナムの５Ｓ標語 

 

９．B&S プログラム 

 B&S プログラムとして、日本語を学んでい

るベトナムの女子大生の方と、ベトナムのイ

オンを見て回りました。班に２人の学生さん

がいて、そのうちの１人は長崎に来たことが

あるということで、嬉しく思いました。イオ

ンモール内では、スーパーを見たり、アイス

専門店のようなところでお茶を楽しみました。

短い時間でしたが親睦を深めることができた

ので良かったです。 

 

１０．ハロン湾クルーズ 

ハロン湾は、ベトナムの世界遺産で、海面

からいくつもの岩がそびえ立っていました。

食事をしながらクルージングをしていると、

小さな船に乗った方が魚介類や果物を売りに

来ました。売り物の中にはカブトガニがいて、

すごく衝撃的でした。実際にカブトガニを食

べてみましたが、言葉では言い表せないよう

な味だったので、ぜひ一度は食べてみてほし

いです。ハロン湾の中にある鍾乳洞も見まし

たが、いろいろな色のライトが当てられてい

てとても幻想的な空間でした。 

 

ハロン湾内の鍾乳洞 

 

１１．ハノイ市内観光 

ハノイ市内観光として、文廟、ホー・チ・

ミン廟、一柱寺、玉山神社、ホアンキエム湖

を見ました。 

文廟には、孔子を祀る目的で建てられまし

た。約６００年前に作られた石碑は、ベトナ

ム最古の大学の卒業名簿のようになっており、

１３０６人の名前が刻まれているそうです。 

ホー・チ・ミン廟は、大理石で作られてお

り、ハスの花を型取っているそうです。中に

は、ホー・チ・ミンさんの遺体が安置されて

いるそうですが、休日だったため見ることが

できず残念でした。 

一柱寺は、ハスの花を模して建てられたそ

うです。昔は、木造だったそうですが修復し、

コンクリート造りになったそうです。 

玉山神社・ホアンキエム湖は、広い湖とそ

の上に立つ神社で、玉山神社は玉山祠とも呼

ばれていて、元の侵攻を撃退した将軍が祀ら

れているそうです。大きな亀が展示されてお

り、衝撃的でした。 

 

１２．バッチャン村見学 

 バッチャン村は、ベトナムを代表する陶器、

バッチャン焼きの窯がたくさんある村で、工

房の見学や、絵付け体験ができました。女性

の方が絵付けをしていましたが、繊細な絵柄

をあっという間に描き上げていたので技術の

高さを感じることができました。 
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１３．感想 

 私は今回のベトナムでの海外研修で、たく

さんのことを学びました。また、なぜベトナ

ムで海外研修が行われるのかという理由とし

ては、ベトナムが日本の戦後のように活気に

充ち溢れ、これからの経済成長に期待されて

いるからだと思います。ベトナムは、国民の

平均年齢が若く、勢いがあるように感じまし

た。日本だけでなく世界各国が注目する意味

がわかったような気がします。 

今回の海外研修に参加するにあたって、私

はたくさんの方々に支えていただきました。

支えてくださった方々には、感謝の気持ちで

いっぱいです。また、今回の海外研修を共に

したメンバーは、私にとって一生大切な存在

です。初めてのことばかりだったこの海外研

修は刺激的で最高に楽しいものでした。日本

とは異なる文化の中で過ごした約１週間は、

私にとって間違いなくかけがえのないもので

す。この経験を生かして、これからもいろい

ろなことに挑戦し続けたいと思います。 

研修を通じ、このような貴重な体験の場を

与えてくださった、全国工業高等学校長協会

事務局をはじめ、長崎県工業校長会、関係の

先生方に感謝申し上げます。また、出会った

全ての皆様に感謝しています。ありがとうご

ざいました。 

 

海外研修で得たもの 

大分県立中津東高等学校 

生産システム科 ２年 生徒 

１．大学見学と現地大学生との交流 

 今回の研修では、VJCC（日本人材協力セン

ター）と HNIVC（ハノイ工業職業訓練短期大

学）の２つの大学に行きました。 

ハノイの大学では実際に大学生と交流しま

した。最初の歓迎セレモニーでは歌を披露し

てもらいました。歌はとても上手く、感動し

ました。こちらからは、日本のお土産として、

竹とんぼを渡し、一緒に飛ばすことで交流を

深めることができ、とても楽しかったです。 

 大学内も見学しました。実習室には、自分

の学校と同じような旋盤をはじめ、設備がと

ても充実していると思いました。 

 私が「日本で何をしたいですか」と質問す

ると、「寿司を食べてみたい」という答えが返

ってきました。彼らは日本にとても興味を持

っていると感じました。そして、日本語も勉

強しており、日本語の流暢さにも驚きました。

大学生の中には将来、日本で仕事をしたいと

言われている方もいました。チャンスがあれ

ば、今度は私が日本の有名な場所を案内した

り、日本の文化を伝えたりしたいと思いまし

た。 

 

ＶＪＣＣの学生 

 

２．ヤクルトのべトナム工場を見学 

ヤクルトの工場では、案内役のチョウさん

の説明でヤクルトの歴史や効果・効能につい

て教えていただきました。べトナムでは 2007

年から輸入販売を始め、同時進行で工場を建

設し、2008 年に工場が完成したそうです。ヤ

クルトの味は、世界共通と聞いた後に僕たち

も飲みましたが、味は日本と同じでした。容

器はすべてリサイクルでされていることも知

りました。工場内にはヤクルトの歴史を書い

た資料室があり、そこには昔の容器を展示し

ており、日本の事も沢山書いてありました。

べトナムの工場の社員は、全員大卒で、研究

室も整備されており、菌について研究してい

ると聞きました。工場長の岩男さんの話はと

ても勉強になりました。岩男さんは日本人で

今までたくさんの海外で働いてきたとおっし

ゃっていました。 
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中でも、５Ｓ活動（整理・整頓・清掃・清潔・

躾）にはとても力を入れているそうです。や

はり５Ｓ活動は世界中、大切にされていると

感じました。それと、英語は話せた方が良い

とおっしゃっていました。僕も岩男さんのよ

うに海外で活躍できる人材になりたいです。 

 

ヤクルト工場のチョウさん 

 

３．観光 

 べトナムの観光では、統一会堂や国会議事

堂、クチトンネルや世界遺産のハロン湾、そ

こにある鍾乳洞にも行きました。 

 クチトンネルには、戦争の際に地下で暮ら

すために作られたトンネルや部屋がありまし

た。部屋はいくつかに分かれていて、作戦会

議をする部屋や看護室などがありました。落

とし穴には、鋭い鉄棒があり、落ちると串刺

しになる仕掛けでした。実際にトンネルの中

は、とても狭く身をかがめた状態でしか歩け

なくて、その途中にべトナム戦争の時を再現

した模型がありました。べトナム戦争につい

て今までは教科書で勉強した程度の知識しか

ありませんでしたが、今回の研修で実際に目

にすることができて、戦争の悲惨さ、べトナ

ム戦争の歴史、当時の生活などを知ることが

できました。とても勉強になりました。 

 ハロン湾のクルーズでは、大小 3,000 もの

島々が存在し、その中を船で観光するのは、

とても迫力がありました。クルーズ船の上で

の食事や、そこから見たとても綺麗な景色が

印象に残っています。 

今回の研修で私が一番驚いたことは、バイ

クの数です。べトナムでの移動手段はバイク

が主で、家族で４人乗りをしたり、にわとり

をバイクに縛り付けて運転する光景に、つい

見とれてしまう程でした。 

 

ハロン湾のクルーズ 

 

４．最高の仲間たち 

 今回のべトナムの海外研修は全国から２２

人の高校生が集まりました。私は海外旅行が

初めてだったので最初はとても緊張していま

した。でもすぐにみんなと仲良くなり、学年

や男女分け隔てなく楽しく過ごすことができ

ました。１週間、知らない人たちと生活する

のはとても不安でしたが、あっという間に時

間が過ぎ、みんなと生活するのはとても楽し

かったです。この仲間たちと共に学び過ごす

ことができ本当に良かったです。みんなでま

た一緒に集まる約束をし、最後にお別れをす

る時は、離れることがすごく悲しくなり涙を

流しました。今回の研修に参加しなければ知

り合えなかった仲間たちに心からありがとう

と伝えたいです。こんな機会を与えてくださ

った全国工業高等学校長協会の方々、推薦し

てくださった学校の先生方、両親に感謝した

いです。そしてこの素晴らしい経験を、これ

からの人生の糧にしていき、将来に役立てた

いと思います。今回の研修は私にとって貴重

な体験となりました。私は今回の研修でべト

ナムが大好きになりました。また、価値観も

変わり、視野が広がったと思います。本当に

ありがとうございました。
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８．アンケート結果 

１．海外研修はどこで知りましたか？        ２．期間（7日間）はどうでしたか？ 

               

   【短い】10日間希望─2人、12日間希望─1人 

       30日間希望─1人 

３．時期はどうでしたか？ 

     

【別の時期】10月頃希望─1人                  ベトナム学生と交流 

４．訪問先で良かったところをお答えください（複数回答可）  ※次ページに訪問先ごとの感想 
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─① ホーチミン市について 

□おしゃれな街並みが見られて良かった。 

□ホーチミン市の活気あふれる様子を体感

し、ベトナムがエネルギッシュな国だと理解

できた点。 

□色が全体的にきれいだと感じた。 

□色々な所をまわって様々な体験をすること

ができたから。 

□とてもにぎわっていた。 

□郵便局が日本とは違いすごかった。 

□初めての値切りをした。良い経験になった。 

□日本とは違った気候や街並みが興味深かっ

た。 

 
─② 企業見学（ヤクルト）について 

□現地の方の生の声と経験を聞け、今自分達

に必要な力（当たり前のことを当たり前にや

る力）を教えていただいた。 

□日本でも見る企業が海外でも頑張っている

ことがわかった。 

□現地で働く日本人の方に、どうしたら海外

で働けるかなど具体的に教えてもらえた。 

□現地で働く日本人とベトナム人の方のお話

しの両方を伺えたこと。 

□ヤクルトを飲みたい気分になった。 

□日本人としてのこれからの働き方について

考えることができた。 

□ヤクルトが海外に進出していると知ってび

っくりした。 

□外国での日本人の扱いやベトナムの人の様

子を知ることができ、気になったことも質問

ができた。 

□ベトナムの商品工場は日本とどう違うのか

などを知れたから。 

□しっかり考えて質問することを学んだ。 

□日本の企業の様子。 

□現地で働く日本の方の話しはためになった。 

□日本の習慣を取り入れた技術があり、今も

向上していたこと。 

□ヤクルト工場の生産ラインやヤクルトの腸

内での働きを学べた。 

 

─③ VJCC訪問（学生との交流）について 

□学生さんの日本語が上手で交流しやすかっ

た。 

□自分の英語がどれだけ通じるか？というこ

とが良くわかった。 

□連絡先の交換など日本でも異文化との交流

ができる手段を得られた点。 

□竹とんぼの説明を英語でできた。 

□ここの学生は本当に日本人よりも真面目な

のではというくらい本当によく勉強していた。 

□竹とんぼで遊び交流を深めた。 

□現地の学生さんと仲良くなり、歌を一緒に

歌った。 

□竹とんぼを通してベトナム人と仲を深めた

り歌を歌ったりと楽しい時間だったから 

□一期一会。 

□ベトナム人の友達ができた。 

□英語で交流することができ楽しかった。 

□授業の英語会話でどのくらい話せるのか分

かった。 

□英語で海外の学生と親しく交流できた。 

□自己紹介から始まり、雑談や竹とんぼで遊

んだり、ベトナムの伝統民謡を歌った。 

 

─④ クチトンネルについて 

□ベトナムがどのように戦っていたのか、学

校では学べないことも分かった。 

□ベトナム戦争中、人々がどのような暮らし

をしているのかを知ることができた点。 

□ベトナム戦争を生き抜き勝利に導いた知恵

と生き抜く力を学べる。 

□激しい戦争を戦い抜いたベトナム兵たちの

知恵と技術をタンタンと感じた。 

□穴が小さく兵隊さんの苦労がほんの少しだ

け分かった。 

□狭く暗いトンネルにワクワクし盛り上がっ

た。ベトナム戦争で使われたものを見られた。 

□戦時中のベトナム人のすごさと賢さなどを

知って、見ることができたから。 

□ベトナム戦争について詳しく知ることがで

きました。 

□戦時中のベトナムの歴史は、今のベトナム
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に影響していることが分かった。 

□戦争の苦しさや大変さを改めて知った。 

□クチトンネルができるまでの経緯から、ク

チトンネル内に入る。 

□ベトナム戦争について知ることができた。 

 

─⑤ ハノイ工業職業訓練短期大学について 

□ベトナムの工業生の実態が知れて良かった。 

□学生さんのおもてなしが丁寧だった。 

□学長さんがとても親切で、とても楽しかっ

た。 

□日本とベトナムの大学で学ぶ課程の違いが

気付けた点。 

□歌を熱唱した。 

□旋盤など学校で学んでいることと似ている

し、歓迎会が楽しい。 

□ベトナムの男性は日本人に比べると積極的

でびっくりしてしまう。そして、切り替えも

早い。 

□工業系の勉強をしているのを知ってもっと

知りたいと思いました。 

□大学生の方と交流した。大学ではどのよう

なことを学んでいるか知った。 

□ベトナムの短大のことや、職業のことを知

ることができたから。 

□ハノイの工業の様子について知ることがで

きました。 

□見たことのない装置や現状が知れて良かっ

た。 

□大学だったのであまり見ないものが多くあ

り興味深かった。 

□セレモニーの後、歌やダンス、竹とんぼを

して施設内の案内、見学。 

 

─⑥ Ｂ＆Ｓプログラム（学生との交流）に

ついて 

□お互いの国のことや文化を交流することが

でき、連絡先を交換し合い大切な仲間を作る

ことができた。 

□イオンの中で一緒に行動したり会話できて、

学生さんがどんなことを頑張っているかがわ

かった。 

□交流を通し、ベトナム人の気質や、なぜ日

本語を勉強しているのかなどがわかった。 

□互いの文化を紹介し合い、理解し尊重し合

えた点。 

□可愛い大学生とゲームセンターで遊んだ。 

□ゲームは万国共通で楽しい行事だなと思う。

ゲーセン、最高！！！一緒に体を動かすのが

良いね。 

□笑顔が素敵な大学生たちと１時間半ゲーセ

ンで遊んだのが思い出に残りました。 

□他の交流より近い距離で大学生の方と交流

できた。 

□ベトナムの大学生との買い物でベトナムの

学生のことを知れたこと。 

□一期一会。 

□話すだけでなく、一緒に買い物をする中で

より距離が縮まりました。 

□なかなか話すことができず四苦八苦したが、

語学・コミュニケーションの良い勉強になっ

た。 

□短時間で仲のいい友人を作ることができ、

食事も楽しめた。 

□日本語を学ぶベトナム人学生とイオンでシ

ョッピングやお茶など。 

□VJCC よりも交流の時間が長かったし、た

くさん話せたと思う。 

 

─⑦ ハロン湾について 

□日本の景色とはまた異なった素晴らしい景

色を見ることができ、現地の方々の生活や神

秘を感じ取ることができた。 

□世界遺産というのはめったに見る機会がな

いので、見ることができ良かった。 

□世界遺産であり、クルーズができたから。 

□今まで生きてきた中でも相当綺麗で不思議

な景色だった。 

□豊かな自然に身を置き、普段あまり体感で

きない自然の雄大さを感じ取れた点。 

□世界文化遺産でユネスコに登録されていて

絶景。クルーズを楽しめる。 

□鍾乳洞が言葉を失うほど美しかった。次回

も必ず連れていくべきと思います。 
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□鍾乳洞を初めて見て、私は偉大なパワーを

チャージしました。 

□絶景のハロン湾や鍾乳洞を見た。 

□世界遺産を訪れることは中々ないので、と

てもいい体験ができたから。 

□絶景の景色が見られて良かった。 

□様々な国から観光に来るだけあり、とても

きれいでした。 

□ハロン湾のクルーズはもちろん、鍾乳洞も

きれいで楽しかった。 

□世界遺産の鍾乳洞は美しく、良い思い出を

残せた。 

□全てが美しく、海外の初世界遺産訪問で、

伝統や地名の意味を知ることが出きた。 

□ハロン湾のクルージング及び鍾乳洞の見学。 

□世界遺産を見られて良かった。とてもきれ

いだった。 

□すごくきれいだった。 

 

─⑧ ハノイ市について 

□活気のある街を目で見て、ベトナム人の気

質や考え方の一部を感じ取れた点。 

□美しい民芸品を多く見ることができたのが

良かった。また、絵付けが体験できたのが嬉

しかった。 

□ホーチミン市より交通がきちんとなってい

た。 

□バッチャン焼きの体験が楽しかった。 

□伝説のある場所や国宝はベトナム人の価値

観そのものだった。 

□中華街や国宝を見ることができ、あらゆる

知識を吸収した。 

 

─⑨ 異文化交流について 

□はっきりと、今までの自分とは物事の捉え

方が変わった。 

□ベトナム人の暮らし方、私のあこがれに近

いです。 

□バッチャン焼きの絵付け体験をした。 

□あまり話せないベトナム語をちょっと話す

だけで、笑って相手をしてくれるベトナム人

の優しさを知ることができたから。 

□日本にはない文化というのはとてもおもし

ろく、もっと知りたいと思った。 

□バッチャン焼き、短期大学のダンス等、海

外の貴重な体験ができた。 

 

─⑩ その他 

□ホーチミン市を担当したチンさん、ハノイ

市を担当したトンさん、二人のバス内でのお

話は本当に私の宝です。全部録音させていた

だきました。鬼リピします。 

□お土産を安く多く手に入れることができた。 

□ホテルの部屋割りを、日本とホーチミン一

緒にしてもらったこと。 

□移動中のガイドさんの説明に感じるものが

多く思った。 

□日本とは異なった街並み、料理の味付けで

す。 

 

５．意見・感想 

□語りつくせないほどたくさんの大切なこと

を学べた研修だった。何よりもこの２２人の

メンバーに出会うことができて本当に良かっ

たです。 

□企業見学とＢ＆Ｓでは自分のこれからの生

き方や今の自分に足りないものを見つけるこ

とができた。 

□今回こうして多くのことを学べたのは、全

工協会や引率してくださった先生・旅行会社

の方々、そして、学校の先生や親のおかげで

す。本当にありがとうございました。 

□学んだことを発信し、世界で活躍するエン

ジニアになれるよう全力で勉学に励みたいと

思います。 

□水の配布が多すぎるかもしれません（自分

は３本も余りました）。 

□事前に自己紹介文を書いてもらうと良いか

もしれません。 

□竹とんぼの数が少ないと思います（今回、

５０本） 

□この研修が始まるまでずっと緊張と不安で

いっぱいでしたが、始まってみると気の許せ

る友達ができ、プログラム全てが楽しく、と
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ても良い経験になりました。本当に参加でき

て良かったです。この研修に関わってくださ

った全ての人に感謝しています。ありがとう

ございました。 

□８日間は長いと思っていたが、１日１日が

充実していたため時間の経過が早く感じまし

た。 

□世界遺産や日本とは違う街並みが見られて

勉強になり、楽しかったです。 

□全国から集まった人地と交流することで、

日本でも違うことがあるのだとわかりました。 

□高校生の時にこのような体験ができて良か

ったです。 

□学生さんとの交流で竹とんぼも良いが、折

り紙や紙風船なども行った方が、日本の文化

や遊びがわかると思う。 

□最初は心配だったけど、周りの人がとても

明るくて楽しかった。一部はどうかと思った

が、大体の人は誰とでも気さくで楽しい時間

だった。心配から楽しさに変わって、あっと

いう間の８日間だった。出会えた仲間を大切

にしていきたい。ありがとうございました。 

□行く前よりも、行った後の方がベトナムに

行きたいと感じた。 

□海外旅行に行くことで得られる、日本との

違いや経験の重要性を改めて実感した。 

□ハノイ工業職業訓練短期大学での生徒との

会話が少し足りなかったという印象を受けた。 

□すべてにおいて満足することができた。そ

の中でもホーチミンの中の散策は、旧市街を

歩くときにバスから見るだけでは感じること

のできないベトナムの生きた雰囲気を感じる

ことができたことは非常に意義深く、博物館

の見学はベトナム語やベトナム史の新たな学

びのきっかけになったと思う。今後もぜひ体

験型のスケジュールを組み込んでほしいと思

う。 

□またこのメンバーで集まれることはもうほ

とんどないだろうと思うが、何とか関係は良

好なまま残し、今後の人生で良きライバル・

仲間として交流できればと思う。 

□今回学んだことは帰国してからすぐに役立

つものは少ないが、将来を考えると非常に有

効なことであると気付いた。全国で２０人強

という限られたワクの中で研修に参加できた

ことを誇りに思い、今後の人生の中で生かし

ながら、自分の周り、ひいては世界において

活躍・貢献していければ最高だ。 

□先生方へ、Xin cảm ơn  ──ありがとう

ございました── 

□この経験を生かして他の海外にも行きたい

です。 

□またハノイに来て、現地の学生と遊びたい

です。 

□今回はとても貴重な研修に参加できて良か

ったです。全国の工業生とも話すことができ、

そして学び知ることができました。 

□海外は初めてでしたが、ベトナムであった

人たちが優しくほっこりするのでまた行きた

い、もっと学びたいと思えました。 

□もう少し時間に余裕を持って行動した方が

楽しめるし学ぶことができると思った。７日

間でしたが、ベトナムに慣れてきて、そして

学ぶことの楽しさを知ってすぐに帰ってしま

うので、また全国の人達との仲ももっと良く

できて、そして協力したいから、もう少し長

くても良いかなと思った。 

□とても楽しく学ぶことの多い研修でした。

ありがとうございました。 

□次回研修を受ける学生さん達へ、何でも良

いからベトナムのことが書いてある本を（歴

史でもガイドブックでも小説でもなんでもい

いので）２冊読んでから来ると、最高の気づ

きがあると思う。 

□簡単な年表を持たせると、途中からスイッ

チが入る生徒にとっては最高だと思う（年表

には余白を多めにとる）。 

□ベトナムドン、日本円、ドルの為替相場を

把握して店員さんの電卓を打つ手をよく見と

くとぼったくられない。あと、商売関係なく

お話をしたら実はとても素敵な人たち。最後

に寄った店では、ドルからベトナムドンに計

算し直すとき、大きめの数字を掛けていたけ

ど、店員さんはそれが間違った数字だという
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ことを知らなかった。悪気がない人もいる。 

□初の海外研修はベトナム。この夏ベトナム

は 40℃以上あると思っていました。しかし、

思ったより暑くなく耐えることができました。

最初の方はご飯が口に合わず１週間やってい

けるか不安でしたが、１日経つにつれご飯も

食べられるものが増えていきました。 

□この研修に参加した目的、それはたくさん

の人に出会うためと海外の文化や日常を知る

ためでした。今となれば十分に目標達成でき

たと思います。「出会いがあれば別れがあるも

の」、この言葉を胸に次の出会いを求めて今回

体験したことを生かしていこうと思います. 

□第１７回の海外研修のメンバーが大好きで

す。将来会えることを楽しみに、明日からま

た笑顔№１で行きたいと思います。本当にあ

りがとうございました。シンチャオ！ 

□今回の研修ではびっくりするほど多くのも

のを得ることができました。新しい仲間や新

しい知識はこれからとても大事にしていきま

す。将来工業に貢献できるよう、この経験を

生かしていきたいと思います。 

□お土産などを研修前に買ってない人は、２

万円は持っていくといいと思う。 

□朝食、昼食、夕食の間にあまり運動をせず、

移動時間が多いので、ご飯を残してしまうこ

とが多かった。 

□はじめは、研修がどんな感じか分からなく、

空港までも１人で来たのでとても怖かったけ

れど、感想を書いている飛行機の中で、今、

僕は一緒に１週間いた仲間と離れ離れになっ

てしまうのがとても怖いです。感想を書いて

いて楽しかった時間を思い出してしまって、

泣き出しそうです。このメンバーで海外研修

に行けたことはとても良かったです。今回の

研修はずっと楽しかったです。 

□１つだけ不満があるとすれば１週間は短す

ぎました。もっとみんなと一緒にいたかった

です。この１週間のことは絶対に忘れること

はできないと思います。 

□生徒だけでなく、先生方、ツアー会社の方、

現地のガイドさん全員が、とっても優しく楽

しかったです 

□最後にホテルに泊まる日の夜には、深夜を

過ぎるほどしゃべっていたりもして、本当に

帰りたくないな、と思いました。１週間前の

結団式はとても前のように感じるのに、ベト

ナムに来てからの１週間はとても早く終わっ

ていきました。もっと早くに仲間に声をかけ、

仲を深めれば良かったと思います。帰りの飛

行機に乗るまで、まだこの研修は続くのだと、

まだ終わりじゃあないと考えていました。で

も飛行機に乗ってしまったら、あと数時間で

終わりがきて、みんないなくなってしまうと

いう現実を感じました。本当に帰りたくない

です、でも終わってしまいます。過去ばかり

見ても仕方がないので、未来の自分にとって

何かを結べるように、今回の研修で学んだこ

とをしっかりと生かしたいです。 

□最後に、いつもきたない字でもしっかりと

日誌を見てくれた先生、進路のことについて

相談にのってくれた先生、日常のことを話し

てくれた先生、今回の研修中、分からないこ

とを分かりやすく教えてくれたツアーガイド

の人、とても嬉しかったです。１週間ありが

とうございました。 

□私はこの研修から、本当にたくさんのこと

を学びました。全国から２２名の人が集まっ

てきて、共に学び、それぞれの地元に戻り、

それぞれの人生を生きていくと思うと、少し

不思議に感じます。一期一会という言葉を深

く考えた時間でした。 

□この海外研修に参加した生徒全員が参加し

て良かったと思います。もっともっとこのよ

うな研修が増えれば良いなと思いました。 

□この経験は、今後の人生において、必ず役

に立つと思います。この経験を活かして、自

分や他のこれから出会う人、家族の人生にお

いて良い方向に進ませていこうと思いました。 

□短い時間でしたが、中身の濃い時間でした。 

□おもしろかった。 

□初めての海外研修で不安と期待でいっぱい

でしたが、行ってみると楽しい友達とも出会

うことができ、ベトナムの文化や工業にもふ



55 
 

れることができました。ベトナムの友達もで

きてとても良かったです。短い間でしたが、

ベトナムに来ることができてとてもよかった

です。社会に出たらまた何らかの機会でベト

ナムを訪れたいと思います。 

□初対面の人たちと海外研修ということで、

とても緊張していたのですが、皆さん親しみ

やすくいい人たちばかりで、充実した日々を

過ごすことができました。現地の方々にも良

くしていただいて本当に楽しかったです。ま

たすぐにでも行きたいくらいです。 

□この海外研修は自分の将来のイメージを作

る良い機会になりました。このお話しを聞く

前は外国なんて考えたこともありませんでし

た。しかし、ベトナムで１日を過ごすごとに

自分の世界観が変わっていく気がして、少し

だけ度胸がついたように思います。日本に帰

ってもこの経験を生かして、より国際的な感

覚、英語力を鍛えて、これからの社会の流れ

に負けない人間になりたいです。 

□私１人の足では立ち入る勇気はなかったで

すが、今回は１度きりのチャンスだと思い参

加しました。悔いのない一生に残る体験とな

りました。 

□夏の雨季だったため湿度が高く少々過ごし

にくかったがやりがいがあった。 

□何故ベトナムだったのかが分かった様な気

がします。今のところ、人生の中で１番役立

つ重要な経験になったと思います。将来に役

立つ大切なツールになると思います。 

□初めのうちは自分が全く知らない人との交

流に不安で胸がいっぱいだった。しかし、実

際にベトナムで一緒に行動するうちに皆が大

切な存在になっていった。 

□ベトナムで異文化に触れて、産業のグロー

バル化を強く感じた。ベトナムで自分とは言

葉も国の様子も全然違う方々と出会い、想像

以上の刺激を与えられた。今回の海外研修で

少しは視野が広がったと思うし、人間として

成長できたと思います。 

□初日の時は皆と話せるか不安で、１週間が

長いと思っていました。しかし、時間がたつ

につれて皆とも仲良くなっていき、日に日に

楽しくなりました。 

□ベトナム人のマイペースさやバイクの多さ、

お金の使い方などのベトナムの文化にどんど

んと慣れていきました。ベトナム料理は別で

す。日本食が恋しくなります。日本が改めて

好きになったし、これからも海外に行ってみ

たいと思いました。 

□この海外研修で学んだこと、体験したこと

は、海外に行った時やこれからの人生に必ず

役に立つと思います。 

□とても良い経験になった。      
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９．結びに 

 

 第１７回海外研修は、参加生徒２２名（男子１３、女子９、引率教員２名、事務局１名）で予定ど

おりに実施できました。参加者はじめ、ご支援いただいた保護者・学校関係者の皆様に心より感謝を

申し上げます。 

 今回もブログを開設し、引率の小笠原先生のきめ細かな対応で研修中の様子がリアルタイムでわか

り、参加者のご家族や学校関係者にとっては、安全・安心への情報提供になったと思います。 

 本協会の海外研修は、第１回～１０回がオーストラリア、第１１～１５回までがカナダ・アメリカ

で実施してきましたが、第１６回からは地理的に比較的近く、経済発展の著しい東南アジアに研修先

を変更しました。第１７回は、前回に引き続きベトナム社会主義共和国を訪問しました。夏の時期に

熱い東南アジアを訪問することは、肉体的にも負担が大きかったと思いますが、感想やアンケートを

見ますと大学や企業の訪問、ベトナム戦争の戦跡や世界自然遺産のハロン湾の見学、現地学生との交

流など、とても充実した研修ができたことがわかります。 

 東南アジア諸国には日本企業が数多く進出しています。中でもベトナムは、治安も比較的安定して

おり、近年目覚ましい経済発展をしている親日的な国でもあります。今回の研修で活気あふれるベト

ナムの雰囲気を肌で感じられたと思います。 

 世界中でテロや紛争が起こっており、国際社会の政治情勢が不安定な状況にありますが、同時にあ

らゆる分野でグローバル化が進み激動の時代を迎え、工業だけでなく様々な分野において海外で活躍

できる人材が求められています。このようなことから今後の海外研修については、国際化事業推進委

員会を中心に多くの皆様からご意見をいただきながら工夫改善していきたいと考えます。 

 この海外研修は、参加した生徒の皆さんにとって高校時代の多感な思春期の海外体験として貴重な

機会であったと思います。それぞれの高校生活及びこれからの人生に役立つことを期待するとともに

参加した皆さんの今後の活躍を心から祈念します。 

（この報告書は、本協会のホームページにも掲載します） 
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委員長  笹原 哲也（藤沢工科高校長）    事務局   山田 勝彦（全工協会事務局長） 

委 員  野崎 一哉（市川工業高校長）         石井 末勝（全工協会事務局次長） 
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